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本報 告書 は、 日本 自転 車振 興 会か ら競 輪収 益の一 部 であ る機 械 工業 振 興資 金 の

補 助 を受 けて作成 した もの であ る。
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デー タベ ース構築促進及 び技術開発 に関 す る報告 書

地下水情報デ ータベ ースシステムの

構築のための調査研究

平成4年3月

財 団 法 人 デ ー タベ ース振 興 セ ンタ ー

委 託 先 株 式 会 社 パ ス コ





序

デ ータベースは、わが国 の情報化 の進展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期待 されて いる。

今後 、 データベ ースの普 及 によ り、わが国 において健全 な高 度情報化社会 の形成が期待 さ

れ る。 さ らに海外 に対 して提供可能 なデー タベースの整備 は、国際的 な情報化への貢献 お

よび 自由な情報流 通の確 保の観点 か らも必要 であ る。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

てい るデ ータベースの中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状で あ り、わが 国

デー タベ ースサー ビス ひいて はバ ラ ンスあ る情報産業の健全 な発展を図 るため には、わ が

国独 自のデ ータベースの構 築お よびデータベース関連技術 の研究 開発を強力 に促進 し、 デ
ー タベ ースの拡充 を図 る必要 が ある

。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ータベ ース振 興 セ ンターでは 日本 自転車振 興会

か ら機械工 業振興資金 の交付 を受 けて、 データベ ースの構築 および技 術開発について民間

企業、 団体等 に対 して委託事業 を実施 して いる。委託事業 の内容 は、社 会的、経済 的、国

際的 に重要 で、 また地域 および産業 の発展の促進 に寄与 す ると考 え られてい るデータベ ー

スの構築 とデー タベ ース作成 の効率 化、流通の促進、利用 の 円滑化 ・容易化 などに関係 し

た ソフ トウェア技術 ・ハ ー ドウェア技 術で ある。

本事 業 の推進 に当 って、当財団 に学識経験者 の方 々で構成 され るデータベース構築 ・技

術 開発促進委員会(委 員 長 山梨学 院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 した。

この 「地下水情報 デー タベ ース システムの構築 のための調査研究 」 は平成3年 度の デー

タベースの構築促進 および技 術開発促進事業 と して、当財団が株式 会社パス コに対 して委

託実施 した課 題の一つで あ る。 この成果が、 データベース に興味 をお持 ちの方 々や諸分野

の皆様方 のお役 に立て ば幸 いであ る。

なお、平成3年 度デ ータベ ースの構築促進お よび技術 開発促進事業 で実施 した課題 は次

表の とお りであ る。

平成4年3月

財団法人 デー タベ ース振興セ ンター



「



平成3年度 データベース構築1技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学 的 コメ ン トを含 む病理デ ータベ ースの プ ロ ト ㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

タイプ作成

2交 通事故調査データベースのプロ トタイプの作成 (財)日 本 自動車研究所

3シ ルバーエイジの医療 と福祉情報の実際的な活用を 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

目的 としたデータベース構築 館
4気 候情報 データベースの構築 ㈱エムテーエス雪氷研究所

社 会 5地 下水情報データベースシステムの構築のための調 ㈱ パス コ

査研究

6フ ァジィ に関す る文献デ ータベ ース システムの開発 (財)日 本情報処理開発協会
7大 学 におけるデータベース利用教育システムに関す 口外 ア ソ シエー ツ㈱

る調査研究

8マ ルチメディア型社会科用データベースの開発 ㈱新学社

9異 分野 研究 のた めの知 的オ リエ ンテー シ ョン ・デー ㈱ けいはんな

夕べース システムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築 ㈱中国新聞社

11記 事 デー タベ ース アクセス用 パイ ロッ トシステ ム構 ㈱河北新報社
中小企業振興 築

地 域 活 性化 12商 業調整支援データベースの構築 ㈱ 日本統計セ ンター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築 に関す (社)日 本 ボ ラ ンタ リー ・チ ェ

る研究 一 ン協 会

14情 報源検索データベースのプロ トタイプ作成 セ ン トラル開発㈱

情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換ソフ ト開発 と英訳 コムライ ンイ ンター ナ シ ョナル

辞書作成 ㈱
16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築 日本電子計算㈱

海 外 17ア ジア太平洋交 流デ ータベースの研究 一プ ロ トタイ ㈱西日本新聞社

プ作成 一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

19書 誌 デー タベ ース用 ダイナ ミックシソーラス ・エ ン ㈱紀伊國屋書店
ジンの構築 と自然言語検索 システムへの応用

技 術 20知 的ハ イパ ー メデ ィア を活用 したデー タベ ー ス構築 ㈱新世代 システムセンター

に関する調査研究

21CD-ROMに よ る光学材料 データベ ースの構 築 ㈱ リアライズ社





は じめ に

現在,地 下水 に関す る問題が 多発 して いる。地下水 障害 と言われ るものをあげ ると,

地盤 沈下 ・地下水 の塩 水化 ・お もに有機塩素 系の地下水汚 染 ・地 下水位 の低下 による湧

水 の枯 渇 ・建設工事等 に伴 う地下水位低下 な ど数 多 く存在 す る。 今後,大 深度地下工事

な どに よる地下水へ の影 響,陥 没事故 な どが予想 され る。

一方 ,地 下水 は,都 市域 において も

1)ヒ ー トア イラ ン ドの拡大防 止

2)災 害 時の非常用水

3)親 水性 のあ る水辺 と して水環境 に役立 ち重要であ る。

これ らの解 決 には,地 下水 の量 と質,挙 動等 にっいての情報をデ ータベ ース化 し検

討 す る ことが最 も必要 で あ る。

それ に対 して地下水 に関す る情報 の リス トア ップを お こない,ま た,そ れ に関係す る

デ ータベ ースの調査 と関連 す る各種技術 の動向調査をお こな った。 そ して,地 下水を

共通 の財産 と して管理 して い く必要性が あるとい う位 置づ けをお こない。 そのため には

どの様 な情報 が必要で あ るのか,ど の よ うに共有 して行 くべ きかを検討を お こな った。

特 に,い ままで評 価 されて いなか った地下水 の価値 とい った側面 を中心 に調査研究 を行

った。

また,利 用 しやす さを考え るとマルチメデ ィアタイプのデ ータベ ースの構築が望 ま

れ る。 これ らの問題解 決 と地下水研究 の進展の ため,地 下水情報デ ータベ ース構築の た

め に研究 開発 をす る ことを 目的 と した。

本調査研究 では,地 下水情報 デ ータベ ース構築検討委員 会を組織 し,委 員会活動 と

講 師を招 いて勉強会 を行 った。第1章 にその調査結果 と して整備状 況,現 状 にっ いて記

載を お こな った。

次 に,ハ ー ドウェア構成 と地下 水の価値 と して環境監査 の考え方 につ いて第2章 に記

載を お こな った。

第3章 では,委 員会 の検討 資料,ハ ー ドウェア構成の検討資料 と して地 下水情報 デー

タベ ース システムの プ ロ トタイプを構築 した。 その内容 とそ こか ら問題点 を明 らか に し

た。

第4章 で は,ま とめを行 った。

平成4年3月

株式会社 パスコ
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1.調 査 お よ び委 員 会

1.1目 的

現在,地 盤沈下 や地下水 汚染 などの地 下水 に関す る ものが 問題 とな ってい る。 また,

今後,大 深度地下工事 な どによ る地下水への影響,陥 没 事故 な どが予想 され る。 この解

決 には,地 下水の量 と質,挙 動 等 にっ いての情報 をデ ータベ ース化 し検討す ることが必

要で ある。 また,利 用 しやす さを考え るとマルチメデ ィア タイプのデ ータベ ースの構 築

が望 まれ る。 これ らの問題解決 と地 下水研究 の進展 のため に,地 下水情報 デ ータベ ース

構 築のため に研究開発をす ることを 目的 と した。

まず,地 下水 に関す る情報 の リス トア ップをお こない,ま た,そ れ に関係す るデ ータ

ベ ースの調査 と関連 す る各種技術 の動 向調査を お こな った。 そ して,地 下水 を共 通 の

財産 と して管理 してい く必要性が あ るとい う位置づ けを お こない。 そのためには どの様

な情報 が必要 であ るのか,ど の よ うに共有 して行 くべ きかを検討 をお こな った。特 に,

いままで評価 されて いなか った地下水の価値 といった側面を中心 に調査研究を行 う もの

で ある。

1.2実 施 体 制

本調査 の 目的を達 成す るため に、以下の委 員か らな る、 「地下 水情報 デ ータベ ース

構築調査検討委員会 」を組織 した。委 員会 では、 全体の方針 ・計画 の調整 および基本構

想案 にっ いての討議 を行 った。

なお、 当委員会 の事務 局 は、株式 会社パス コに置 いた。

地下水情報データベ ース構築調査検討委員会

委員長 日本大学文理学部応用地学科

教授

委員 鹿島建設株式会社

技術研究所主任研究員

委員 菊池建設株式会社

代表取締役社長

委員 株式会社 環境管理センター

環境技術部

委員 株式会社 アーパス

代表取締役社長

田場 壌

土弘 道夫

菊池 光起

斉藤 文夫

酒井 嘉昭

事務局

株式会社 パスコ

技術開発室研究開発一課 課長 藤 川1本 各司
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1.3実 施 経 過 ・実 施 内容

調査および検討委員会の実施経過 と内容は次の表の通 りです。

表1-3-1調 査 お よ び検 討 委 員 会 の実 施 経 過 と内容

実施年月日 実施内容

199L10.25

199110.31

1S9!1!n

199!1213

199Z110

19i227

199Z28

1992.2.27

打ち合せ

第1回 委員会 開催

開催主旨説明,調 査方法の検討

第2回 委員会 開催

講演 陶野 郁雄氏 「地下水情報の現状 と今後の課題」

打ち合せ,

打ち合せ

委員会 開催

講演 横山 尚秀 「地下水問題の現状 と地下水の保全対策にっいて」

現地調査 箱根大涌谷地下水の人工酒養

神奈川県足柄平野の地下水の流動 と水収支

委員会開催 報告書 の読み合わせ

2



1.4調 査 結 果

1.4.1地 下 水 情 報 の現 状 と今 後 の課 題

「地下水情報の現状 と今後 の課題」陶野 郁雄(国 立環境研究所)の 講演記録を まと

あて、そこか ら問題点を検討 した。

1.41.1地 下水の概要

まず,地 下水 につ いて基礎 的な知識 を概 略 して説 明があ った。

・ 我 々が扱 って いる地下水 は、地殻 の表面 の ほんの10Kmに 過 ぎない。

・ 関東平野 の地 下水 は、 日本 の地質構 造のため に世界的 に見て も特徴 的であ る。

・ 被圧地下水 を汲み上 げると、一 つの大 きな堆積盆全体 に影響 があ る。

・ 土(地 盤)一 連続的

岩(岩 盤)一 不連続的

・ 不圧地下水 は常 に非定常状態 なので、伏流水 と して流 れ、定常状態 になろ う

とす る。

・ 群馬県の例

不圧地 下水 は、河川 の水位 の上 下や降水 量に敏感 に反応 す る。

・ 浅 い所 の地下水 の連続 的なデータは、非常 に少 な い。

1.41.2大 深度地下開発 の東京 の例

・ ここか らは関 東平野 の中心 の首都 圏にっ いて述 べ る。

・ 上総層群 は地下水 学的 には土 であ り、その深度(3000m)ま でが大深度地 下

開発 の対 象 となる。

・ ビルの工事 な どでは、東 京礫層 まで しかボ ー リング しない。

・ 地下50mの 地質図を見 ると、東京の基盤 は沖積層 と洪積層 の境 界 にあ る。

1.41.3地 盤沈下 と地下水

・ 首都 圏の地 盤沈下 は、開発地域で起 こる。

・ 昭和47年 の地 下水の法律 による規制 と天然ガス鉱業権 の買収 によ り、地下

水 位は上 昇 して いる。

・ 浦安 の地盤 沈下の原因 は軟弱地盤だか らで はな く、深層 の地下水位 の低下が

主 な原因で ある。

・ 東京周辺の観測井 は地 下約1000mの 深 さにあ り100mあ た り1億 円 と

い う大金がか かる。 一一石油 ボー リング

・ 埼 玉県 は水利権を持 たないので地下水 の規制が 甘 く、新 設の井戸のみが規制

され る。

・ 年揚水量 よ りも最低地下水位が地盤沈下 を起 こす。 これ は,殴 られ た状態 と

同 じで,土 が破壊 されてい る。地盤沈下 は もとには戻 らない。

地盤沈下=圧 密+破 壊

・23区 の 内陸部 には観測井が33し かないので、 ここで地下 水 の シ ミュ レー



シ ョン しよ うとい うの は精度的 にたかが知れて い る。

・ 地下水位観測井が首都圏 にい くっ かあ るが、地盤 の沈下量 も測 って いる井戸

は極端 に少 ない。

・ 地下水位 が上昇 して い るの に地盤 沈下が起 こるのは、圧密 の時間 の遅れ と局

所 的 な沈下 による もので あ る。

・ 地盤 の沈下量 は、時間のル ー トに比例 して少 な くな る。

1.41.4地 盤沈下の現状

福富町役場の例

白石中学校の例

佐賀県は有感地震がない。

農業揚水井戸の例

河川 に海水が入 り、農民が漁業を している。

海水が佐賀平野の内まで入 って しまった。

1.41.5地 盤沈下 の観測

二重式地盤沈下観測井 の説 明

地下水位観測井一式(計 器 、 プログラム)で80万 円

1.41.6新 潟県六 日町の例

・ 揚水量 のほ とん どが消雪 に使用 され るたあ、冬期 に地下 水位が大幅 に低下す

る。

地盤沈下量 は、冬期 の地下水 位の低下の程度 に比例す る。

消雪用の井戸 は、深 さ30-40mで 、60m以 下 の揚水 は禁止 されてい る。

1.41.7首 都圏の地下 水の現 状

・ 辰 巳観測井 の例

・ 京葉線 東京駅(地 下30m)の 例では、3年 ほど前か ら地下水位が回復 して

きたため、不圧地下水 が吹 き出す よ うにな った。

・10年 ほど前の国会図書 館(地 下8階)で も、地下水 のたあ に浮力 が生 じた

ため、予定 よ りもた くさん図書を詰 あて浮力を押 えた。

・ 東京 の浅 いと ころの地下水 には、本来 の不圧地下水 と変 な不圧地下水が存在

す る。

・ 地下水 と一緒 に酸欠空気が あが って きたため、酸 欠 によ る事故が起 こるよ う

にな った。(地 下3-4階)

・ 御徒 町の落盤事故 の よ うに、数10km以 上 にわ た り被圧地下水 の影響 が あ

る。
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1.41.8ま と め

・ 不 圧地下水 の連続的 なデータ とその応力 につ いてのデー タの欠如、各滞水層

ごとの観測が行 われて いない。

・ 大深度地下開発 の複 合化 によ り
、常 に三次 元の非定常状態 とな り、地下水 自

体の概念を ま った く違 った ものに しなけれ ばな らな い。

・ 大 深度地下 開発が進み、地盤が建築物 の一部 とな って しまった場 合、地 盤 の

倫理 的意 味を考 え なければ な らない。

・ 開発す る側の倫理 と して
、使わ な くな った ところの元 あ った地盤を復元す る

研究開発を進 めてい くべ きであ る。

・ そ うした ことを しなけれ ば
、地下水や地盤 とい った ものが将来 的に存在 しな

くな って しまう。

1.41.9

Q:

A:

Q:

A:

Q:

A:

Q:

A:

Q:

A:

Q:

A:

Q:

A

Q

A

Q

A

質疑応 答

地盤 を復元 す るための経費 は、 ど こが負担 す るのか。

三者三分 の一 とい う、建築の損害の原理 に従 うべ きで あ る。

ど こか そ うい った経費 の見積 りを行 って い るところがあ るので しょうか。

まだ行われて いない。

責任 のケースが いろいろ複雑 になるのでは。

業界が そ うい った考 えを持 っておかなければ な らない。

それ は非常 に長 いスパ ンで考 え るべ きだ。

子 孫 に対 して責任を持 たねばな らない。

個 々の建物 につ いて は考 えてい るけれ ど も周囲へ の影響 は ど うか。

やは り複数 にな ると、地下水の動 きがおか しくな る可能性 はあ る。

新小平駅 の場 合は周囲の地下水を汲み上 げて いるが ど うな るのか。

止 水壁 しか ないだろ う。周 囲で一斉 に汲み上 げれば可能だ ろ うが、野川 な

どの湧水 に影 響が出 るだろ う。 また全部 埋め た後 、ボー リング して調 査 し

なおす とい う手 もあ る。 こう した事故 の場 合、1秒 に1億 円 とい う損害 に

なる場合 もあ るので、周囲の建設会社全部 にきて もらう。

野川の 自然を守 る会 のおば さんたちは、新小平駅 で地下水が抜かれ た ら野

川に影響 が出て、 その測定 はど うす るのか とい う話 を して いた。

保証 でなん とかす るで しょう。計算上は楽です か ら。

周 りを全部 や り直 して、回復 させ るんで しょう。

最近 は土木屋が金持 ちにな って、抜 かな くな って きた。

昔の地下水関係 の事故 を どの よ うに とらえ てい るのか。

昔 は何人 も死 んだが 今は死 なないので、昔 のほ うが 緊張感があ り、今 は安
5



Q:

A:

Q:

A:

Q

A

心感が強 い。

地下水情報 にっ いて、先生 は不圧地下水域 の ものが必要 であ るとお っ しゃ

って いま したが 、 それ は地盤沈下 の情報 とペアの情報 の ことですか。

基本 的に何 もないので、何 に利用 しよ うが水位 に関 しては何 もや って いな

い。例 えば液状 化 に して もそ うな りやすい地下 水位が ある。新潟で は地下

水位の一 番浅 い時期(6月)に 地震 が起 こ ったたあに、被害が大 き くな っ

た。地震の起 こる時期 に よって、被害 の程度が変 わ って くる。 東京 の下 水

道工事が2-3月 に多 いのは、降水 が少 な く地下水位が低 いので、施工 し

易 いか らで あ る。

地下水 のモニ タ リングの システ ムで は、 どの くらいの間隔で行 って い るの

か。

基本 的 には、5分 に1回 サ ンプ リングさせて い る。 また、ハ ー ドデ ィス ク

に1日6回 記 録 させ てい る。

その値段は。

業者 に頼む とシス テムで80万 円す る。 これは水位 のみで、 ほか に測定 し

よ うとす るともっとかか る。

1.41.10提 案

・ 地下水法を制定す ることが必要 。それ には建設省 が主体で国土庁 と 農水 省 の

協力が必要で あ る。環境 庁の立場が問題で あ る。

・ 官民 開発 プ ロジェク トを推進す る必要が あ る。

建設省地 中地 図を作成 一 地盤情報
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1.4.2地 下 水 保 全 計 画 の基 礎 的研 究

「地下水保全計画の基礎的研究」横 山 尚秀(神 奈 川 県温 泉 地 学 研 究 所)の 講

演 記 録 を も とに ま と めを 行 な った。

1.421地 下 水 問 題 の 現 状 と地 下水 の保 全 対 策 に つ いて

神奈川県では近年地下水の利用が増えておりそのために地下水の量が少な くなってき

ている。柿田川湧水の推量が最近1/2に減少す るなど生活面へのインパク トも出始めてい

る。また、水源か らは有機汚染が検出され1991年 の地下水学会にそのことを発表 し

た。 真鶴町の場合、リソ"一ートマンション建設 に際 し20戸以上は給水拒否をするといった住民サイ

ドか らの地下水保全の動 きもある。規制 と保全のバラ ンスをとりっつ地下水を守 る動 き

もみ られる。

神奈川県の場合地下水に関する行政組織は、汚染は環境部の水質保全課が担当 してお

り、地盤沈下 は土木部の管轄となっている。地下水は地盤の構成要素であるとい う観点

か ら情報の整理収集が望 まれる。

神奈川県の地盤沈下

地盤沈下の現状は新横浜周辺、海老名市などで報告されている。海老名市の場合厚木

ナイロンなどの工場が盛んに地下水を揚水 していることが原因である。46年 か らは公

害防止条例により地下水の過剰揚水を規制 している。最近では、公害規制から環境保全

のためのマスタープラ ンづ くりを強化する動きもみ られ るようにな った。その一例 とし

て横浜市では独 自の沖積平野地質図を作成 し地盤沈下対策に役立てるなどの動 きもある。

これは、下水道工事などの開発の際、実際周辺数百メー トルの範囲に沈下現象が現れた

事例 もあるたあ事前に沈下現象 と関係の深い沖積層の地質データを整備 したのである。

また、広域の地盤沈下現象を把握す るために地盤沈下観測井が整備されつつある。

神奈川県の地下水汚染

神奈川県下における地下水汚染地域は、厚木、相模原、川崎地区である。汚染の中心

は有機塩素系が中心である。

地下水保全の視点

流動系 と して の地下 水の位 置づ け とい った地下水を系 と して保 全す る視点が 重要 とな

る。保全 システ ムは、地 下水 に関す る要素別情報の把握 、質 ・量 ・動 きのモデ ル化 、 目

的別管理 シス テムの設 定、総合的管理 シス テムの開発作成 へ と構築 され る。

ヨー ロッパの地下水保 全

ヨー ロッパで は、井 戸水 を保全す るため井戸周辺地域 の土地利用 を規制 して い る。規

制区域 の設定方法 は、地下水 の井戸 までの到達時間 によ って ゾーニ ングされ る。 ま た、

保全 のための汚染地域 ポテ ンシャルマ ップ、 リスクポテ ンシャルマ ップ、水源保全 マ ッ

プなどを 整備 してい る。

日本ではどのような地下水情報の整備が望まれるか

予測 ・評価 に直結 す るものが望 まれ る。
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1.42. .2地 震 、火 山観 測 シス テ ム

県西 部 地 域 に地 震 、 傾 斜 観 測 点 、 地 震 観 測 点 、 地 下 水 位 観 測 点 、GPS
ぺ

お よ び光 波 測 量 網 を配 置 して い ます。 これ らの地 点 か らの デ ー タを電話 線 を

用 い て テ レメ ー タ化 し、 研 究 所 内 の観 測 セ ン ターで オ ン ライ ン処 理 す る と と

もに 、 常 時 監 視 用 に連 続 記 録 して い ます 。

これ らの デ ー タは、 受 量 装 置 、 解 析装 置等 を 通 過 して 、 毎 日 自動 的 に震

央飾 図などを作成 しています・なお遺 損ゆ 結果・糎 活動が醗 化 した

・り
、傾斜や地下水位、GPS測 量等 に異常変化がみ られた場合はs当 所か ら

県防災消防課や横浜気象台などの防災関係機関にその旨を連絡 します。

観測データ流れ図

禦 フラグ化変日

一

閲一

7⊆
汀疎 データ○

・月報リスト

.芦 央分布図

璽

鞘
口,.ロ.

_,

データ保存

図1-4-1観 測 デ ー タの 流 れ 図
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1.4.3整 備 状 況 、 シス テ ム化 の現 状

1.4.3.1地 質 情 報 に関 す るデ ータ ベ ース

地 質 雑 誌Vol.99,No.6,1990に お いて 、 地 下 情 報 に関 す る デ ー タベ ー ス に つ いて の 論 文

が 掲 載 され て い た の で紹 介 し検 討 します 。

1)地 質図 デー タベ ースの現状 と将来

(村 田泰章、野 呂春文、矢野 雄策1990)

この論文で は、地 質図 に関す るデータベースの紹介 とその データベースを使 ったア プ

リケー シ ョンを紹介 してい る。デ ータベ ースの作成 目的 は、地質 図 その ものを コ ンピュ

ー タのデー タベ ース中で管理 す ることで ある。デ ータベース に期待 されて い る機能 と し

て は 、

(1)各 種の地質図を作成 す ること

(2)地 下構 造解析の ためのモデル構築 の際の情報を提供す ること

(3)数 値 デ ータと して の地質図 の提供

等が挙 げ られて いる。属性 デー タ

の形式 で保存 されてい る。

(地質 デ ータ)の 保存 はポ リゴ ン(閉 図形 ・多角 形)

デ ータベ ース システム:ARC/INFO

データベース地形 デー タ:国 土数値情報(国 土地理院作成)

デ ータベ ース属性 デー タ:地 熱情報デ ータベ ースのための地質数値情報

(地質調査所作成)

地 質調査所作成 の地質 デ ータとは、地質図をデ ィ ジタイザ ーで ポ リゴンと して人力 し

た数値 デ ータで ある。地質 図 と して、100万 分の1地 質 図、50万 分の1活 断層構造

図、そ して20万 分 の1地 質 図(東 京、千 葉、札幌のみ)を60万 分の1の 縮尺 に拡大

した ものを使用 して いる。

データベース に関連す るプ ログラムによ って、プ ロッターで各種地 質図の出力が で き、

鳥 鰍図 に地質 図を重ね た ものやステ レオ視 の方 法によ る地形情報 を持 った地質図等 の作

成が現在可能 で ある。
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2)都 市 地 盤 地 質 柱 状 図 デ ー タベ ー ス システ ム

(幾 志新吉1990)

このデータベ ースは、構造 物建築 に伴 う基礎調査 で作成 された地質柱 状図か ら特定 の

項 目を抜 き出 し、管理 す る もので ある。個 々のボー リングデー タには座標 と して、一辺

100mの メ ッシュで表現 され る座 標が与え られてい る。利用方法 と して特定 の地層の

分布 状況 の検索が第一 に挙 げ られ る。

デー タベース システム:汎 用機/メ イ ンフ レーム

データベ ース地形 データ:な し

データベ ース属性 データ:新 規作成(手 入力)

論文 では2件 の分析結果が載 って い るが、 デ ータベ ースを どのよ うに利用 したかが不

明瞭 なので データベ ースの利用方法 を把握す ることが難 しい。 しか し、汎用機 を使用 し

てい る点か ら察 して、デ ータベ ース 内は、文字 ・数値 デ ータのみで、地形 に関す る情報

は盛 り込 まれて いない もの と思われ る。 よ って、 ここで述べ られて いる2件 の分析 にお

いて は、デ ータベ ース よ り必要 とす るデータを取 り出 した後 にフ ォー トラ ン等 のプ ログ

ラムを用 いて解析 した もの と予想 され る。 なお、現在 東京湾か ら伊勢湾 に到 る都市地域

を中心 に約5万 本 の柱状 図デー タが コ ンピュー タの中 に登録 されてい ると論文で は述べ

られて いる。
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3)土 壌 資源情報の メ ッシュデー タベース システム化 とその利 用

(加藤好武1990)

この論 文 では、複 数の データベ ースを もっ1つ の システムの構 築につ いての概要説明

が 中心 とな ってい る。デ ータベ ース は、以 下の よ うな ものが考 え られてい る。

図1-4-1農 業 用土 地 資 源 情報 シ ステ ム と土壌 情報 シ ステ ムの構 造 模 式 図

現時点 で は、土壌情 報 システムの データ入力が完了 してお り、 部分 的 に取 り出 してパ

ソコ ンで利 用す るための整備を行 なって いる。他のデ ータベー スは、検討 または、今後

の課 題 とな って いる。

デー タベ ース システ ム=ミ ニ コ ン ・パ ソコ ン

データベース地形 デー タ:現 時点 では な し(地 形 ・地質情報 デー タベ ー スに依存す る)

デ ータベ ース属 性 デー タ:ラ ス ターデー タ

4)検 討

地質雑誌 に掲載 され た論文 のなか か らデ ータベ ースの作成 に関連 す る3つ を取 り上 げ
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て、概略を と説 明 してみ た。 ここで注意す る点 は、3っ の論文 と もデ ータベ ースを名付

けてい るが データベ ースの構造や プ ログラム作成 の際のイ ンターフ ェースに相 当す る箇

所 の説明が乏 しい こと、分析 ・解析 の際 にデータベ ース とどの よ うに利用 したかの説 明

が曖昧であ る点 を注意す るべ きであろ う。 また、デ ータベ ース の説 明の中 にア プ リケー

シ ョンと して説 明す るべ き内容を含んで い るもの もあ る。 さ らには、デ ータベ ースを考

え る場合、デ ータベ ース のデータの提供す るの は誰 なのか、デー タを データベース と し

て まとめ るのは誰 なのか 、そ して デー タベ ースか らデー タを使 うのは誰 なのかをは っき

りと区別 して構築す る必要 があ るのでは ないの だろ うか。

注 目点 と しては、 「地質 図デー タベ ースの現状 と将来」で のデー タベ ースが挙 げ られ

る。 このデー タベース にお いて、属 性 データの保 存形式 にポ リゴ ンを用 いて い る点 は検

討 を要す ると思われ る。地下 に関す る情報 は、面 的 な広 が りの他 に深 さに関す る空 間的

広が りを持 って い る。 よ って、ポ リゴ ンを使 った面 的管理 で どの よ うな利用 が可 能 なの

か検討 してみ ることが必要 とな るだろ う。 これ に対 して、 「都市地盤地質柱状 図デ ータ

ベ ース システム」では メ ッシュ法を持 ちいたデー タベ ース構造を持 って いる。 おそ らく、

柱状図の於 ける深 さを考 慮 したたあ と予想 され る。つ ま り、例 と してあ る深度 におけ る

地質 の状態を表示す る ことを考えてみ る。深 さの情報を各点 に もたせ たポ リゴ ンの場 合、

立体物を平面で切 った場合 の切 り日を計算 しな くて はな らず 、計 算が込み入 った もの に

なるだろ うことは容易 に予想 で きる。一方 、 メ ッシュ法 にて管理 しておけば、 それ ぞれ

の格子点 についてのデー タか ら所定 の深度の地質 を推定 し表示す るだけで よい。検討事

項が もう1っ 挙 げ られ る。3つ の論文を通 して 、一旦作成 したデー タベ ース か ら特定 の

検討 ・分析を行な うため に新 たにデ ータベースを構築 し直 してい るのがわか るが、果た

してデータベ ースの利用形態 と して良 いのだ ろ うか。、本来 、デ ータベースは構築 され た

後 は(も っとも利用方法 について十分検 討 した場合 で あ るが)、 それを利 用 しなが ら研

究 ・開発が なされ るはずで ある。 しか し、 ここでは再度作成す るか、一 編分を取 り出 し

て別の データベ ースを構築 して検討 ・分析 を行 な ってい る。 こ こで、 このよ うな利用形

態 において内容の良 く似 たデータベ ースが多種 作成 されて しまわ ないか検討 す るべ きで

あろ う。
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1.4.3.2地 下 環 境 情 報 管 理 シ ス テ ム

神奈川県温泉地学研究所1991

神奈川 県温泉地学研 究所で利用 して いる管理 システムを紹介 します。

1)概 要

この システムは、地質 等の地下環境 の把握 と情報の管理が大 きな目的 とな って いる。

システ ムは、EWS(エ ンジニ ア リング ・ワーク ・ステ ー シ ョン)と パ ソコ ン、 そ して ソ

フ トウ ェアか ら成 って い る。

2.シ ス テ ム構 成

一
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主 記 惚 宮 田
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プ リン タ ぐ

切替1イヲ' `ン}ロ ニうス
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慮̀ 《 ・づ
←

肉 一 ポ ー ド
ー 一

'

∈)

、

○ '

HD
640n8

)

団
← 一一・一・一し∠⊃

マ ウ ヌ

:1㌘ ・'/;二 。タ/ω

マウス

く '

↑ う Oc1㌫,TO

ハ ー ドウ ェ ア構 成

図1-4-2シ ス テ ム 構 成(ハ ー ドウ ェ ア)

EWS上 の ソフ トウェアはARC/INFOと フ ォー トラ ンで作成 され たプ ログラムをっ か って

お り、地 形 ・属性デ ータの入力 と管理を行な ってい る。一方 、パ ソ コンで は、 ボニ リン

グデ一 夕管理 システム(社 団法 人全 国地質調査業 協会連 合会 製)を 使 って柱状図、断面

図 の出力 が可能 とな って いる。

デ ー タ ベ ー ス システ ム:EWS・ パ ソ コ ン

デ ー タベ ース 地形 デ ー タ:国 土 数 値 情 報(1/25,000)

地 形 図 境 界 、 海 岸線 、市 町村 県 境 界 、道 路 、 鉄 道 、 河川

デ ー タベ ー ス属 性 デ ー タ:デ ィ ジタ イザ 「.キ ー ボ ー ドに て 入 力
lt)



地 ド環境 データベ ース において、調査地点1箇 所 につ き、以下 の ような21種 の情報

が設定されてい る。

(1}基本情報 82項 目 ⑧ 自然電位検層情報 6項 目 (15)孔内載荷試験情報 i8項 目

②構造情報 5項 目 ⑨ 電気伝導度検層情報 6項 目 (16)透水試験情報 20項 目

③ 岩層情報 58項 目 (10)温度検層情報 6項 目 (17)土質試験情報 56項 目

④ 掘削情報 5項 目 (11)示差温度検層情報 6項 目 (18)地下水質情報 25項 目

(5)ポンプ情婦 14項 目 {12)密度検層情報 2項 目 (19)地下水位情報 10項 目

(6)幽 5項 目 (13)　 速度検層情報 6項 目 (20)水準測量情報 3項目

(7)比抵抗検層情報 7項 目;(14) 標準貫入試験情報 4項 目 (21)蒸気測定情報 21項 目

3)デ ー タの 流 れ

⑭
膿⑭睡酬

/≡7
ρこ…三プ=

図1-4-3デ ー タ 流 れ

/ニラ ー

r-一 「「一 一 →
き　げ　　 ぬ　　み　

醒 』 　
ll)

よ識

め　 せ　 カびロ　

醗魏「

醒
データの流れ

◎
　の

話 ・i
:1

属性 データについては、公共 事業等 で調査 され る地質 資料を収集 した後、調 査地 点を1/

2,500都 市 計 画 図 に転 記 し、 デ ィ ジ タ イザ ー か ら入 力 して い る。

4)検 討

大 き く分 けて2点 あ る。1つ は、 デ ータの流 れであ る。利用者 は、 まず 、柱状 図、断

面図等 の図面を入手す るためにARC/INFOで 該 当す る地点 のデ ータを検索す る。 そ うした

後 、フ ォー トラ ンで作成 され たプ ログラムでパ ソコ ンの柱状図作成 プ ログラムで読 み込

む ことので きる形式 に加工 した後 、パ ソコ ンで図面 の出図を行 な ってい るもの と予 想で

きる。っ ま り、利用者 はEWSと パ ソ コ ンのプ ログラムの使用方法 を知 らな くて はな らな

い点 に注意すべ きであ ろ う。残 りの1つ は、属性 と して設定 され てい る項 目であ る。 こ

れ か ら当研究会が作成 しよ うとす るデー タベースで どの よ うな属性 が必要 とな るか、参

考 にな るであろ う。
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1.4.3.3地 下 資 源 利 用 に よ る影 響 評価 の必 要 条件

地盤沈下情報の集積 と処理(原 他1991)

千葉県は天然ガス採取事業所と 「地盤沈下野防止に関する協定」を結び施策の達成

を図っている。 「地盤沈下野防止 に関する協定」の目的とす るところは,天 然ガスの利

用 と地盤沈下の抑制を両立させ るという範囲の ものである。環境問題の具体的な解決策

は,そ れが永続的に指示され る必要があり,ま た,そ の解決策が専門家のみの理解を越

えて広 く普及され ることが重要である。

デー タベースの構成

あ る時点 におけ るあ る地点 のガス井戸 の生産が いかな る地 盤沈下を もた らす かをデ

ータベ ース によ って復 元で きるよ うに して お くことが必修 であ る
。

項 目 ガス井 戸緒言:井 戸名 ・所在 地 ・深度 ・ス トレーナ深度 ・さ く井年 月 日

ガス生産量,ガ スかん水揚水量,ガ スかん水還元量 ,

地 下水位,水 準点の所在地,地 盤変動量
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1.4.3.4新 聞 記 事

最近の地下水情報に関す る新聞記事を紹介す る。

米 の 地 下 水 情 報 提 供 、松下 テ クノ、冊子 に まとめ る一一 成分濃度 ・水脈分布 な ど。

班〔B15日 経 産 業

松下電器産業グループの研究支援会社、松下テクノリサーチ(本 社大阪府守口市、

社長小西文弥氏、資本金二億円)は 米国全五十州の地下水調査を実施 し、有料で情報

提供する。現地の官公庁などか ら集めた資料を分析 し、水質や水脈分布を冊子にまと

めて九月中旬 に発行する。米国に工場建設を計画 していたり、浄水機器などを輸出す

る企業か らの引き合いを見込んでいる。

調査の窓口は松下テクノ リサーチの米国出張所(ニ ュージャージー州バー リン トン)

で、米国各州の水道局が作 った資料や各種の調査報告書、雑誌などの文献を分析 して

まとめる。州 ごとに水脈分布図を作 り、カルシウム、塩化物イオ ン、フッ素イオ ン、

溶解性蒸発残留物などの水中成分の濃度を調べ る。

調査結果をまとあた冊子は一州当たり四ページを充て、付属の関連資料を含め全体

で二百二十ページにする予定。水脈分布図や水中成分濃度のグラフはカラー刷 りにす

る。水源、水脈、水質の解説文を添え、各州の地形、気候、面積、人口、農産物など

も掲載する。冊子の販売は予約申し込み制で、価格は送料、消費税を含めて九万八千

八百円。

工場で使 う地下水はカルシウムなどの濃度が高いと、排水管が詰 まるなどの支障に

っながる。特に、従業員の飲料水に利用する際は水質の分析が欠かせない。浄水器な

ど水使用機器のメーカーは輸出先の水質 も考慮 して製品を設計する必要がある。

松下テクノリサーチは松下グループ向けの材料分析 ・評価や特許調査を主業務 にし

ている。米国全土の地下水調査はこれまでまとまった資料がなく、調査結果は対米進

出を計画 している日本企業か ら引 き合いがあると見込んでおり、グループ外の企業に

も情報提供することにした。

環 境 ビ ジネ ス紹 介業 急 増 、土壌 ・地下水浄化やフロン削減、欧米か ら取 り入れ。

91〔H釦 日経 夕 刊

環境 ビジネスに関する情報サー ビスが急増 している。省エネや リサイクルの動向、

土壌や地下水の浄化技術など新事業を探 る内容が 目立つ。住友系の シンクタンク、日

本総合研究所(本 社東京、社長多田芳雄氏)が 米エ ンジニア リング大手、ベクテルの

子会社 と提携するなど、欧米の先進的事例の紹介 も売 り物になっている。環境 ビジネ

スの将来性や採算に不安を感 じる企業が活発に情報収集す る姿を反映 している。

日本総研は環境問題の解決を事業化 している企業の具体例を分析、会員にその内容

を提供す るサー ビス 「エ コテ クノマー ト」1子開 始 した。米 国の最 新動向 を特 色 とす る



ため、ベ クテル ・エ ンバ イ ロメ ンタルのほか、環境 コ ンサルテ ィ ングや土壌 ・地下水

浄化のベ ンチ ャー企業計 四社 と組ん で、関連技術 や新事業 の情報を入手す る。

現地の視察 と合わせ て、来年一月 に調査報告書 をま とめ る。 これを もとに 日本 で広

が る可能性の ある市場や 、米国で需要 のあ りそ うな 日本 の技術 を予 測 し、技術 の導 入

・移転、新会社の設立 な どの事業戦略を提案す る。

広告代理店 の シス コム ・ジャパ ン(東 京、小淵忠克氏)も 年 間九万六千 円払え ば月

に二回、 ファクシ ミリで環境情報 をサ ー ビスす る事業を始 あた。新聞 ・雑 誌や政府 、

環境保護 団体 な どの情報 を、流通 ・教育 ・デザイ ンなど十一 の項 目別 に編集 し、 マー

ケティ ングや商品開発 に生 か して もらう。松下電 器産業 の子会社、松下 テ クノ リサ ー

チ(大 阪府守 口市 、小 西文弥氏)も 「地球環境21」 を隔月で発刊。生分解性 プラス

チ ックの研究 やフ ロ ン削減 の動 きな ど技術分野 に的を絞 った内容を売 り物 に して いる。

講読料 は年間三万 円。

このほかパ ソコ ン通信 ネ ッ トワー クで意見交換 で きる環境総 合研究所(東 京、青 山

貞一氏)の 「E-NET」 、米国 の環境 ビジネスを フ ァクシ ミリで紹介 して い る トレ

ン ド・ス ポ ッター(東 京 、木村恵子氏)の 「ワール ド・リポー ト」 などが あ り、 それ

ぞれ事業 強化 の計画 を進 あてい る。

鹿 島建 の シス テ ム、液状化現象を予測一一地中の土を分析。

88]2田 日経 産 業

鹿 島建設 は米 プ リンス トン大学(ニ ュー ジャー ジー州)と 共同で、液状化 現象予測

システムを開発 した。大地震 が起 きた際、地中の土の分析 デー タなど手に入 りやす い

情報を入力す るだけで、 その土地 が どの ように波打 ち流動 化す るかを予測 で きる。鹿

島建 は シス テムを よ り充 実 させ 、建物 の設計 な どに利用 して い く。共同開発 した予 測

システ ムはコ ンピュー ターの プ ログラムの形を とってい る。 ボー リングで地 下三十 メ

ー トル付近 か ら採取 した土 の圧縮強度
、密度、地層、地下水 の流れ方 などの デ「 夕を

入力す ると、大地震 の際 に液状 化現象が起 きるか否か、起 きた際 には地 表が どの程度

波打っ か一一 な どの情 報が 出て くる。

千葉 県が計画、地 質 デ ー タ ベ ー ス、地盤や地下水状況一 目で。

田0122日 経/首 都 圏

千葉県 は、県 内の地盤 や地下水 の状況な ど地質情報 のデ ー タベース 「地質 イ ンフ ォ

メー シ ョンバ ンク」を作 る。地下水 汚染や地盤沈下 、液状化現象 など地質を め ぐる問

題が深刻 にな って い ることか ら、 ボ ー リング調査 で得 た膨 大 な情報を検索で きるよ う

システ ム化 し、対 策 に役立 て る。

千葉 県内では これ まで20万 カ所 で地質調査の ためのボー リングが行われ た と推定
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されて いる。 しか し、 そ こで得 た資料を一括 して管理で きなか ったたあ十分 に利用 し

ないまま散逸 した り、検索 に時 間 と手間がか か って いた。

この たあ、各調査地点 の地下千 メー トル まで の地質、地盤の状況や地下水 などのデ

ータを コ ンピューターに入力 し、検索 しやす くす ることに した。

1.5調 査 にお ける意見 ・要望

1.51デ ー タ ベ ー ス に つ い て ま と あ

データベースとは[規 則 に従 って集 め られた体系的 に整理 された情報 の集 合体 で検

索で きるよ うにコ ンピュータに蓄積 された もの」辞書 の定義で は[多 目的 の利 用を前提

と した統合化 され たフ ァイル の集 ま り](わ か りやす い コン ピュー タ用語辞典)

一般 に情報 とい う場合、 そ こになん らかの価値 を もってい ることを前提 と して い る。

その価値 とは一般 に 「商品価値」 を意 味す る。

情報 の価値

情報 の価値判 断 とはデー タベ ース検索 その ものであ る。デ ータベ ースを作成す る側

は、新聞 ・雑誌 ・文献 な どの既存 の情報媒 体を元 に情報 を集 め る しか ない。価値 を見つ

け出す のは、検索者 ・ユ ーザーの仕事 なのであ る。あ る人 にと って はデ ーターベ ースは

宝 の山、あ る人 に とっては ゴ ミの山 に なる。結 局、価値 ある情報を見つ け出す のは、検

索者 のセ ンス とい うことにな る。 この部 分 には コ ンピュータはなか なか入 り込 めない し、

機械化 しに くい部分 であ る。

情 報 に対す る考え方 一価値 あ る情 報 とは一

1)普 遍性 一多数の人の利益 にっ なが る情報

情報は人類、国民、地域住民、業 界人、会社員 とい った多数 の人 の利益 にっなが る

もの に価値が ある。

2)希 少性 一少数の人 しか知 らな い情報

入手 した段階で、 まだ少数 の人 しか知 らない情報 の ことであ る。情報 の速 さとは関

係 のない ものをで ある。

3)迅 速性 一だれ よ りも早 く手 に入 れ る情報

時間が たてば大多数 の人 に知 れわ た るが、よ り速 く入手す ることによって価値を も

つ情報 の ことであ る。例え ば、株 の売買 に関す る企業情報 、新 聞 ・テ レビ ・雑 誌の スク

ープ等 がそれにあた る。

4)加 工 性一加工す ることで新 発見 があ る情報

すで に多数の ひとに知 れわ た って いる情報で も、加工す る ことによ って新 しい価値

が出 る情報が ある。情報 の加 工 とは評 価 ・分析を加え た り、 ときには編集 しなお した り

す る ことで あ る。
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デー タベ ース検索 を活 用す る人 とは

・企業 の商品開発、企画担 当者が市場調査 、開発の ヒン ト、同業 者 の動 向、新製 品 ・

新技術情 報を調べ るために利用す る。

・報道関係者 が取材 の資料 と して関連記事 を集 め る。
・技術者 、研 究者が あ る技術 にっ いて詳 しい論 文や文献 を調 べ る。

・営業関係者 が市 場動 向、関係企業 の概要 ・役員構成 などを調 べ る。

・金融関係者 、経 営者が取 引先 の経営状態 を調 べ る。
・特許関係者が特許 情報 を調査す る

。
・検索代行業 な どの専門家が検索す る

。

著作権 に対す る注意

著作権 とは 「思想 または感情を創作的に表現 したもの」と規定されている。著作権

は芸術性 とは関係 な く発 生す るか ら、 どん な もので あれ本人 の書 いた文章、手紙 、詩 、

俳句 、短歌 、小 説 などは、すべて著作権 があ ることにな る。 そ こに創作性 、つ ま りその

人の個性が表現 されていれば著作権が生 じる。

著作権法 では著 作物 の具体的 な例示 と して、次 の ものを挙 げて い る。

1.小 説、脚本 、論 文、講演 その他 の言語の著作物

2.音 楽の著作物

3.舞 踏 または無 言劇 の著作物

4.絵 画 、版画、彫刻 その他美術 の著 作物

5.建 築 の著 作物
'6

.地 図 または学術的 な性質 を有す る図画 、図表、模 型その他 の図形の著 作物

7.映 画 の著作物

8.写 真 の著作物

9.プ ログラムの著 作物

編集著作権の解釈の要点

編集著作権は著作権法で 「編集物でその素材の選択または配列によって創造性を有

す るものは、著作物 と してほこする」 と規定されている。

もし、第三者が単行本か らコピーを取ろうとす ると、その行為は原著作権 と編集著

作権の二重侵害にな りかねないので、十分注意が必要である。

デ ータベ ースの著作 権の要点

著作権法 で はデータベ ースに関 しては第12条 の 二で規定 してあ る。 「デ一 夕ベ ー
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スで その情報 の選択 または体系的 な構成 によ って創造性 を有す るものは、著 作物 として

保護す る。」 とあ る。

例 えば、論文 を集 めたデータベース には、原著作権 とデータベース著 作権の両方が

存在す ることにな る。

1.5.2地 下 水 情 報 に つ い て

地下水障害

地盤沈下 は,い ったん発生すれば ほ とん ど回復不可能 な公害で あ るとい う特殊性を

有 して いる。 これ によ り引 き起 こされ る高潮,河 川 の氾濫 などの災害 によ る社会的損失

はば く大 な もの とな る。 この よ うな ことか ら,す で に進行 して い る地盤 沈下かを終息 さ

せ るよ うに努力す るだけで な く,将 来 その可能性 のあ る地域 にっ いて も地盤沈下 を未然

に防止す ることが大切 とな る。

地下水 の値段 は1立 方 メ ー トル当 り1--7円 であ るが河川 の護岸 工事や堤防工事 な ど

の社会的費用 をふ くめ ると1立 方 メ ー トルの値段 は,1100円 になる と試算 されてい

る。 この試算 か ら既 に10年 以上 も経 過 して お り,現 在 ではその数 倍の にな ってい るも

の と思 われ るが,こ の よ うなかねは公 共支 出で あ るたあ,地 域住民 にと って切実 な緊迫

感がな く,消 費的費 用 と して定着 し難 い面が あ る。

地下 開発 に伴 う地質学的問題

首都圏の低地部の地下地質 は,長 年 にわた る研究の成果 とボ ー リング資料の蓄積 に

よ り,地 表下数10メ ー トル まで にっ いては,詳 細 に解明 されて い る。 しか し,深 度数

10メ ー トル以下 にっ いて の情報は極端 に貧弱 とな る。

1.地 質 の認定や対比を行 う時の根拠 が鍵層1枚1枚 の追跡 によ って なされ ていない

こと。

2.地 層 の垂 直的 ・水平的広が り,層 相,堆 積年代,堆 積 環境 な どが明 かでな いこと。

3.デ ータの密度(ボ ー リング地点 の密度)が 希 薄な こと。

地下水情報の把握

1.地 下水 の圧力 は,観 測井の地下水 位で測定 され る。1mm程 度 の精度で測定す

ることも可能で あ る。

2.透 水係数
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3.井 戸 の揚水量 ・

4.地 下水挙動 の予測 に必要 な定数 貯留係数等

5.地 下水 の水質

大 深度地下 の開発 に伴 う地 下水障害 は無視 で きない。 あ らか じめ基礎 的デ ータを収

集 してお くことが急務で あ る。 その ために,新 たな調査 ・測定方 法の開発 と試験 ・測定

精度 の向上 を計 り,定 期的 に しか も広範囲 に数多 くの地点 で調査 ・測定を行 って い く必

要 があ る。

1.5.3ハ ー ドウ ェ ア の 検 討

次 の点 を検 討す る ことを提案 す る。

1)SQL言 語 に対 応 したデー タベース とパ ソコ ンとの関係 に注 目 し、最近 話題 とな って

きたグラ フィカル ・ユ ーザ ・イ ンター フェース(GUI)を 利用 した人 に優 しい シス テム

を調査 ・検討 す る必要 が あ る。

2)デ ー タベ ー ス とパ ソ コ ン と繋 ぐ場 合 、 どの よ うな ネ ッ トワ ー クを構 築 す るかが 課

題 の1っ とな る。 ネ ッ トワ ー クで の コ ン ピュー タ間 の デ ー タの 交 換 の た め に通 信 方法

(プ ロ トコ ル)も 決 め な くて は な らな い。 プ ロ トコ ル とはパ ソ コ ンと デ ー タ ベ ー ス用 の

コ ン ピュ ー タ との通 信 の方 法 を 規 定 した もので 、 パ ソコ ン とデ ー タベ ース 用 の コ ン ピュ

ー タ の組 み 合 わ せ に よ って 選 択 され る
。 この プ ロ トコル と して は 汎 用 機 の もの に加 え 、U

NIXマ シ ンで 標 準 的 なTCP/IP、 そ して 広 ま りつ つ あ るAppleTalk、IPX等 が 挙 げ られ る。

3)現 在 構築 されて い るデー タベ ース はどれ も文字を主 体 と した もので ある。 まず、

最初 にキ ーボ ー ドを覚え な くて は何 もで きないよ うになって い る。 キ ーボー ドの文字の

配列や仮名 の入 力方 法、 そ して仮名 か ら漢字 への変換 の方法 に慣れ てい ないと、時間が

かか る。

1.5.4ソ フ ト ウ ェ ア の 検 討

環境監査の概念導入

環境監査 は アメ リカで普及 して きた。 アメ リカで は買収企業 の土地 などが汚染 されて

いた場合、買収 した企業 も責任を負わされる可能性があ り、事前に調べる手法 として欧

州 に も広が った。最近 で は こう した環境 に関す る法律 の順守 状況を 幅広 く検査 チームが

定期的に工場を調べたり、外部に与え る環境影響を調査す ることが行なわれている。環

境監査 につ いて まとめ る必 要があ る。環境監査 と言 う言葉 も新 し く充分検討 はで きなか

ったが 、今後、地下水情報 を含めた環境問題を取 り扱 う場合重要 にな って くる。
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1.5.5地 下 水 情 報 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム の プ ロ トタ イ プ

ここで は、地下水情報 デー タベ ース のプ ロ トタイプを構 築 しなが ら、問題点 を検 討す

る必要が ある。
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2.地 下 水 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

2.1シ ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア構 成 の 調 査 検 討

SQL言 語 に対 応 した デ ー タベ ース とパ ソコ ン との関 係 に注 目 し、最 近 話 題 と な って きた

グ ラ フ ィ カ ル ・ユ ー ザ ・イ ンタ ー フ ェー ス(GUI)を 利 用 した人 に優 しい システ ム を調

査 ・検 討 した。

21.1デ ー タベ ー スサ ー ビス とパ ソ コ ンにつ いて の背 景

2.1.1.1デ ー タベ ース の現 状 とパ ソ コ ンの利 用 形 態

こ こで は大 中 小 の3種 類 の デ ー タベ ース 利 用 の概 略 とパ ソ コ ンの利 用 形 態 に つ い て述

べ る こと とす る。

規模 の大 きなデータベースサー ビスの形 態を大 き く分 ける と、電話回線を使 った汎用

ネ ッ トワー クでのサ ー ビス(VAN)と 専用回線を使 ったサー ビス に分 け られ る。専用回線を

使 ったサ ー ビスは、銀 行業務等 の特 定の業務を遂行す るために利用 され る場 合が 多い。

そ して、VANと 呼ばれ るサー ビス、 ニ フテ ィサー ブやPC-VAN等 は、モデ ムを備えたパ ソ

コ ン等 を持 つ不特定多数を対象 と してい る。 このよ うな大規模 な もの とは対 照的に、少

数で はあるが 、小規模 なデー タベース構築で はパ ソコ ンと共 にdBASEやR:BASE等 の市販

デ ータベ ースを使用 してい る事例 が多 い。中規 模のデータベース にっ いて は、 ワークス

テー シ ョンの普及 とと もに構築 され る件数が増加す る傾向 にあ る。構築 件数が増加す る

一方で
、管理用 に使用 され るワークステー シ ョンの操作が ご く普通 の人 々に とって難解

であ ることは、将来の 問題 の1っ となろ う。 これ ら3種 類 のデー タベ ース は、 その規模

を問わず文字主 体の ものであ り、 その中で管理 されて い る情報 も文字 であ り、問 い合わ

せ もキ ーボー ドか ら入 力 され たコマ ン ドを 中心 とした ものであ る。 この ことは、デー タ

の検索の方法が キーボー ドが主 体 とな って いる ことを意 味 して いる。っ ま り、何 か情報

を検索す るため には・ キーボー ドと検索 コマ ン ドをまず知 らな くては な らないので ある。

一方、 ビジネスの現 場で あるオ フ ィスに 目を転 じてみ ると、パ ー ソナル コ ンピュー タ

(パ ソコ ン)は 以前 と同様 に 日本語 ワープ ロと して使 われて いるのが主で あ る。教育機

関等 でのパ ソコ ンを使 った教 育の普及 によ って、 ワープ ロ以外 の用 途 に も利用 されて ゆ
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くことになろ う。 この ことによ り、オ フィスでパ ソコ ンはよ り頻繁 に、 そ して一層多 目

的 に利用され るよ うにな るもの と考 え られ る。利用分野 の拡大 と共 に、現在普及 しっつ

あるネ ッ トワー クによ って、それ まで個々のパ ソコ ンに蓄え られ た情報を ま とめ ること

が可能 とな るだろ う。 コ ンピュータのネ ッ トワークは誰 にで も容易 に情報を送 ることが

可能で あるが、次第 に通信相手が特定 されが ちで あ ることに注意す べ きであ ろ う。最初

は誰 にで も手紙や情報をや り取 りを試み るが、次第 に特定 の人 間 と頻繁 に通信 す るよ う

にな る。つ ま り、使 い方 によ って は、人間関係を限定 す る方 向 にコ ンピュータネ ッ トワ

ークは作用す るよ うに もな るので あ る。 ネ ッ トワー クは、使 う人間の考え方 によ って、

人 と人の繋が りを疎遠 に も、緊密 に もす ることであ ろ う。

こう した背景 と将来 を踏 まえ、今後 のデー タベ ース構築 には、パ ソコ ンを利用 したネ

ッ トワー ク対応型、利用者 の負担 を極力減 らす とい う意味 のイー ジー ・トゥ ・ユース(E

asyToUse)を 指 向す ることを提案す る。

2.1.1.2リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス とSQLの 関 係

リ レー シ ョナ ル デ ー タベ ー ス とSQL言 語 の概 略 とSQL言 語 を取 り巻 く現 状 につ いて 述 べ て

み る。

リレー ショナル データベ ース とその問 い合わせ のために開発 され たSQLは 、70年 代 にIB

M社 よ り市場 に発表 され た。 これ は従来 のデー タベース とは異な った特徴を持 ってお り、

表を使 ってすべてのデ ータが表現 され る。1ユ ーザ は、その表 の項 目を い くっか選択 し、

ユーザーが作成 した様式 に則 って表示 され る。2つ の表 の関係 付 けは、特定 の表 の項 目

を会 して行 なわれ るとい うのが、大 まかな説明 であ る。汎用 の リレー シ ョナル デー タベ

ースの利点 は、 リレー シ ョナル の利点 を兼 ね備 えて いる ことに加え、項 目追加等 の柔軟

性 を も兼 ね備 えて い る点 にあ る。

70年 代後半 よ りアメ リカ国内で活動 が続 け られて いたデータベ ース標準化 の動 きの中

で、ア メ リカ国家規格協会(ANSI)で はIBM社 のSQL言 語が取 り上 げて、 その標準化を

目的 と して言語規格 の整理 が行 なわれ た。 こう して規格化 された問 い合 わせ言 語が、俗

に言 うSQL言 語で ある。 その大 きな特徴 は、 それ 自体 が1っ のプ ログラム言語 のよ うな

もので あ り、検索の際 に端末 と して使用す るコ ンピュー タの種類 を選ば ない点 にあ る。S
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QL言 語 対応 のデータベース は、 デー タベース本体 とSQLサ ーバ と呼ばれ るSQL言 語解釈

の プ ログラムの2つ の部 分か ら成 って いる。 このANSIと 呼ばれ る機関 にてSQL言 語 の規

、格 が制 定 されたが、依然 と して各 デー タベース問 でSQL言 語 の方言が存在 して いる。 ま

た、現 在のデータベースの欠 けてい る画像 のデータを扱 うたあの拡張がSQL言 語のば ら

っ きを引 き起 こ しっっ あ る ことが わか った。

現在 、ア ップル社 は、 こ う したSQL言 語の規格のば らっ きを無 くして 自社製品 の市場 へ

の浸透 を促す ため に、SQL言 語の規格 と互換性の あるデ ータ ・ア クセス ・ラ ンゲー ジ(D

AL)を 提唱 し、デー タベ ース問 い合わせ方法 の単一化 を進めて いる。(日 本法 人で あ る

ア ップル ・コ ンピュータ ・ジャパ ンは現在 の ところ コメ ン トを して いない。)米 国 のデ

ー タベ ースの大手 コ ンサ ルテ ィ ング会社数社力iDALを サポ ー トした製 品を開発する こと

で合意 に達 した とい う記事が ・最近 の 日経パ ソコ ンに繍 訓 て いた・ これでDALは ・
、

米 国での もう1っ のSQL規 格 にな り うる可能性を秘め た と言 って も良 いだろ う。残 念 な

が ら・我が国ではコンピュータでの文字の取 吸 いが特舷 あるという捲 を拒 て い

るたあ、米国の よ うにす ぐにSQL言 語 データベースの普 及す るとは言い きれな い。し か

し・市場鍼 り行 きによ っては・-SQI言 語 デ一 夕ベーう とマ ッ⇔ トツシユ捻 めtg・1

ソコ ンとい う2っ の軸 を基 に、 デー タベースの利用形態 の変化が起 きる.可能性は否定で

きない。
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2.1.3デ ー タ ベ ー ス 構 築 の た め の 手 段

2.1.3.1ネ ッ トワー ク とデ ー タベ ー ス とパ ソコ ンにつ いて

デ ータベ ース とパ ソコ ンと繋 ぐ場合 、 どの ようなネ ッ トワー クを構築す るかが課題 の

1っ とな る。 ネ ッ トワー クでの コ ンピュータ間のデー タの交 換の ため に通信方法(プ ロ

トコル)も 決 めな くては な らない。 プ ロ トコル とはパ ソコ ンとデー タベ ース用 の コ ンピ

ュー タとの通信 の方法を規定 した もので、パ ソコ ンとデ ータベース用の コ ンピュータの

組 み合 わせ によって選択 され る。 この プ ロ トコル と して は汎用機 の もの に加え、UNIXマ

シ ンで標準 的 なTCP/IP、 そ して広 ま りつつ あ るApPleTalk、IPX等 が挙 げ られ る。

リレー シ ョナルデー タベース は、特定 の 目的のためだけに開発 され た他 のデー タベー

ス と比較 して、大規模 であ り複雑で あ る。 さ らにSQL言 語 の解釈を実行 す るため、高速

の処理能力 も要求 され る。 よ って、 コ ンピュータは、小 さい ものは ワークステ ー シ ョン

か ら、大 きい ものは大型汎用機(メ イ ンフ レーム)ま でが検討 の対 象 となる。 データベ

ース において大量 のデータを管理 す るので、 データベ ースの規模 に もよ るが、運転 す る

上 で故 障の少 ない機種 を選択す るべ きだろ う。

端末 と して利用 され るパ ソコ ンは、GUIを 兼ね備え たオ ペ レーテ ィ ング システムを持 ち、

で きるだけ多 くのネ ッ トワーク とプ ロ トコルが利用 で きることが望 ま しい。デー タベ ー

スを運営す るにおいて は、多分野 か らデ ータが検索 されて、 データベースの持つ価値が

高 あ られ る様 に しな くて はな らない。 そのため、誰 にで も操作 で きる方法で問 い合わせ

が可能 であ り、なおかっ、問 い合わせ用 のアプ リケーシ ョンを簡単 に作成す る ことが で

きるよ うなパ ソコ ンを採用 す るべ きで あろ う。

2.1.3.2SQL言 語 対 応 デ ー タベ ー ス とパ ソ コ ンの 接 続

SQL言 語対応デ ータベース と接続す るたあには、 コン ピュータ本体 に加えて ソフ トウ ェ

ア も必要 とな る。 そ して、 ネ ッ トワー クに繋げ るためのイ ンターフ ェースボー ドも必要

とな る。 ここでは、接続用 にそのよ うなソフ トウェアが必要で あ るか、 またそれ らの ソ

問い合わせ結果
表示アプリケーション

デ_タ ベ_スSQLサ 　バSQL問 い合わせ プ・グラム

図2-3-1SQL問 い 合 わ せ フ.ロ グ ラ ム
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フ トウ ェアが現在揃 って いるパ ソコ ンの例を挙げ ることとす る。

ユ ーザ とデー タベースを繋 ぐたあ には、幾つかの ソフ トウェアが必要 とな る。 これ ら

を通 してSQL言 語 をデ ータベ ースサ ーバ に送 り、結果 を受 け取 る処理を行 な うこととな

る。 ソフ トウェアは大 き く分 けて2っ の種類 に分 け られ る。一 つ は、他 の コ ンピュー タ

との通信を管理 す るプ ログラムで あ り、 もう一方は、ユーザが問 い合わ せを行 な う際 に

補助を行 な った り、定型の問 い合わせをユ ーザ に替 わ って行 な った り、問 い合 わせで得

られ た結果 をユ ーザが解か りやす い様 にグラフ化す る等 の処理 を行 な うもので あ る。 こ

れ らの処理 を可 能 にす るパ ソコ ンの調査の結果、現 時点 にお いて、 ア ップ ル社 のMacintos

hが ネ ッ トワー ク型 のデ ータベ ース システ ムを整え るにお いて最 も環境が整 って い ること

が判明 した。

2.1.4現 状 調 査 結 果

2.1.41SQL言 語 対 応 デ ー タベ ー ス

デ ータベ ース構築 の検討 時 に候補 とな ったSQL言 語対応 デー タベースを表 にまとめてみ

た。 表2-4-1SQL言 語 対 応 デ ー タ ベ ー ス

1二.f'一 夕ベ 一 箱
1オ ラ ク ル(Qracle)

1三 ラ㌶(U・ify)

販 売 先

(株)オ ラ ク ル

;(株)エ ア ー

}イ ン フ ォ ミ ッ ク ス(lnfomix)

iサ イ.ム ー ス(Sybase)

iサ イ ベ ー ス(Sybase)

ζ坦__
iDB2

i(株)ア ス キ ー… 　 … 鶯 総 γ筑'こ デ ニ1

膓鰻DC
t日本DEC(株)

i日本IBM

オ ラ クル の シェ アが 業 界 で 一 番 とい うの通 説 で あ るが 、 本 調 査 で は 、 デ ー タベ ー スサ

ーバ マ シ ン と して は
、UNIXを 搭 載 した コ ン ピュ ー タ と処 理 が 他 のSQL言 語 デ ー タベ ー ス

と比 較 して 速 い と言 わ れ て い るサ イベ ース を 組 み 合 わ せ て 使 用 して い た。 イ ンフ ォ ミッ

ク ス は、 画 像 デ ー タ も記 憶 して お く こと にで き るイ ンフ ォ ミックス ーオ ンラ イ ン(Inform

ix-Online)も 用 意 され て い る。

2.4.2情 報 検 索 用 イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末

一 ア ップ ル社 マ ッキ ン トッ シュ(Macintosh)-
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候 補 と してIBM社 製 のパ ソ コ ン も調 査 項 目 に挙 が った 。 しか し、現 時点 で はIBM系 のパ

ソ コ ンは ネ ッ トワ ー クを 構 築 す る ため の 環 境 が よ うや くは じま った ば か りで あ り、 これ

か ら変 動 が 起 きる もの と予 想 され る。 よ って 、 今 回 提 案 して い るデ ー タベ ース の形 態 を

実 現 す るパ ソ コ ン と して 、 ア ップ ル社 の コ ン ピュ ー タで あ るマ ッキ ン トッシ ュ に的 を 絞

った 。

この コ ン ピュ ー タ は、考 え て い るデ ー タベ ー ス形 態 を実 現 す るに お い て 、 も っと も有

力 的 な コ ン ピュー タで あ り、 ネ ッ トワ ー ク との 接 続 、 デ ー タベ ー ス との 問 い合 わ せ ソ フ

トウ ェア、 問 い合 わ せ結 果 の処 理 す る ア プ リケ ー シ ョ ン作 成 の た め の環 境 の 揃 った マ シ

ンで あ る。 ネ ッ トワ …一クの 媒 体 は、 イ ーサ ー ネ ッ ト(EtherNet)や トー ク ン リ ング(Toke

n-Ri㎎)や ロー カル トー ク(LocalTalk)等 が 用 意 され て い る。 イ ーサ ネ ッ トはUNIXマ シ

ンとの接 続 、 また は他 の マ ッキ ン トッシ ュ との接 続 に使 用 され て い る。 トー ク ン リング

は主 にIBMの コ ン ピュー タ との接 続 を想 定 して い るが 、 現 時 点 は そ れ ほ ど普 及 して い な

い よ うで あ る。 これ らの媒 体 を使 って使 用 で き るプ ロ トコル は 、TCP/IP(UNIXマ シ ンで

の標 準 プ ロ トコル)と マ ッキ ン トッシ ュ同士 の ネ ッ トワー クで あ るAppleTalk等 で あ る。

ま た、 ネ ッ トワー ク とネ ッ トワー クの橋 渡 しを 行 な うネ ッ トワー クブ リ ッ ジを 使 用 す る

こ とに よ りIBM汎 用 機 また はUNIXマ シ ン と、 複 数 の マ ッキ ン トッ シュの 接 続 が可 能 とな

る。 デ ー タベ ース との 問 い合 わ せ ソ フ トウ ェア と して 、 シー ク リンク(SequeLink)、 ハ

1パ ー ・デ ィー ビー ・ライ ブ ラ リ(Hyper-DB/Lib)、 デ ー タ ・ア クセ ス ・ラ ンゲ ー ジ等

が あ る。それぞれ の ソフ トウ ェアで扱 うことので き るデ ータベ ースを表 と して ま とめて

お く。現在 、 日本語 をサ ポー トし、かっ 多 くのデ ータベ ースに問 い合 わせ を行 な うこと

表2-4-2デ ー タ ベ ー ス

プログラム名 対 応 デ ー タベ ー ス名 対 応 コ ン ピ ュー タ

SequeLink Or㏄1e UN眠i
彰

SequeLink

"

Rdb UNDく VAX/VMS

SequeLink!HyperDB-Lib口ry SyBase UNIX VAX/VMS

DataA㏄essLa丑guage Syba8e
ル

VAX/VMS
レ'w

…

DataAccessLanguage Ing怜s VAX/VMS
μ'みw

Da匂AccessLang皿ge Infomlix VAX/VMS

D疵AccessLa劇guage Orade VAX/VMS

D繊Acc鮒sLaoguage DECRdb VAX/VMS

∨

Da伍AccessLanguage IBMSQL/DS
'

IBMVM/CMS

DataAccessLanguage DB2 IBMMVS/TSO
∨

A>

タ

釘

(注)Da倫A㏄essLanguagθ は 英 語 版 の み
ピ"w骸

'叩

]
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の で き る もの は、 表 革 のSequeLinkで あ る。

デ ー タベ ース を 検 索 した 結 果 を 取 りま とめ る た め の ア プ リケ ー シ ョンの 作 成 に は、 ハ

イ パ ー カ ー ド、4thDi皿ension、Wingz等 が利 用 で き る。 しか し、 ア プ リケ ー シ ョ ン作 成 が

容 易 で あ る と い う点 を に留 意 して 、 こ こで は ハ イパ ー カ ー ドにっ いて のみ 説 明 す る こ と

とす る。

ハ イ パ ー カ ー ドは オ ブ ジ ェ ク ト指 向 で あ り、既 存 の ソ フ トウ ェア の 分 類 方 法 に は あ て

は ま らな い新 種 の ソ フ トウ ェア で あ る。特 長 は 、 カ ー ドを主 体 を した 情 報 検 索 ツ ー ル で

あ り、 ハ イパ ー トー ク(HyperTalk)と 呼 ば れ るプ ログ ラ ミング 言語 を も兼 ね 備 え 、 テ ッ

ド ・ネ ル ソ ン(TedNelson)提 唱 のハ イパ ー テキ ス ト(HyperText)作 成 に も対 応 す る こ

とので きるソフ トウェアで あ る。ハ イパ ーカー ドは、情報 はカー ドの集合体 と して保存

され、 カー ドは文字 の保 管場所の フィール ド、処理手順の保管場所の ボタ ン、カ ー ドに

張 り付 けることので きる画 像 に3っ の要素 か ら構 成 されて いる。

また、ハイパ ーカー ドは、C言 語 、パスカルや フォー トラ ン等 で作成 したプ ログラムを

本体 に合体 させ ることによ り、容易 に新 しい機能 を取 り込 む ことので きる構造 とな つて

いる。今回 のSQL言 語 デー タベース との接続 で も、ネ ッ トワークを介 してデ 一夕ベL'ス

と接続 して、デ ータベース に問 い合わせ る機能を新た に付 け加え る方法を取 って いる。

また、新 しいメデ ィアを利 用す る場合やア プ リケ ーシ ョンの開発 と操作 の点 を考 え ると、

機能拡 張の容 易 なハ イパ ーカー ドが選択す るのが良 いだろ うとの結論 とな 三た。 ハ イパ

ーカー ドのよ うな作成の容易 な ソフ トウェデを使 ってデータベース利用 の 目的 に応 じた

アプ リケー シ ョンを作成す る ことによ り、 デー タベースの さ まざ まな角度 か らの利用が

可 能 となる。
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2.1.5イ ー ジ ー ・ ト ゥ ・ ユ ー ス

先 に も述べ た通 り、現在構築 されて いるデータベースは どれ も文字を主体 と した もの

で あ る。 まず、最初 にキーボー ドを覚 えな くては何 もで きな いよ うにな って い る。 キー

ボー ドの文字の配列や仮名 の入力 方法、 そ して仮 名か ら漢 字への変換 の方法 に慣 れてい

ない と、 ただ時間 だけが過 ぎて い って しま う。 はた して これで良 いのだろ うか。

ここで提 唱 してい るイー ジー ・トゥ ・ユ ースを具体的 に説明 してみ る こととす る。

通常、ネ ッ トワークに接続す るため には、電話 をかけて、ユーザ ー名 とパ スワー ドを

入力す る。 ここで も文字 の入力 を知 らな くては、接続 す らおぼっか ないのであ る。た と

えば、画面の表示 されて いる絵 の中 に これ らの手 続 きを登録 して お くことはで き、絵の

部分 をマウスで押す だけで接続を完了 させ る ことが可能 な らどうだろ う。 まず、最初の

一回 ぐらいはキーボー ドか ら設定が必 要だ ろ う。 しか し、設定 して しまえば、後 は絵を

マ ウスで指 定す るだけで接続が完 了 して しま うのであ る。 また、検索を考 えてみ よう。

あ る種の分 析を行 な う際 には、検索 は おおむね定型化 す るだ ろ う。 この定型化 した検索

を絵 の中 に、 あ るいは画面 の上部 分 のメニ ューの中 に登録 して お くことが で きるな らど

うだ ろう。 マ ウスの操作を覚えて しまえば、デ ータベ ースを使 っての仕事 はず っと効率

良 くな るのではないのだろ うか。

イ ー ジー ・ツ ゥ ・ユースの中には もう1つ の側面が あ る。デー タベ ースで情報 を検索

した場合、手 に入れ たデ ータを基 に して分析 を行な うこととなる。今 までのや り方 は、

分析す るためのプ ログラムを作成 して、 デー タベ ースを終了 した後、分析 を行な う形式

を とってい る。 ここで、 データベ ースの接 続、検索す るアプ リケー シ ョンの中で分析 ま

で完了す ることが可能 な らば、 どうだ ろ う。 データベ ースを使 っての仕事は、今 よ りも

っと軽快 に楽 しくなるのではな いだ ろ うか。

イー ジー ・トゥ ・ユ ースでは、 もっと軽 やか に、そ して もっと楽 し く、今 より も簡単

に、 自分 の必要 とす る情報を手 にいれ るとい うのが大 きな 目標 とな ってい る。 そ して、

それを実現す ることによ って、 もっと多 くの人 々にコ ン ピュータの力 を提 供す る ことを

も目指 してい るのであ る。
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2.2環 境 監 査 の概念 導 入

ここでは、環境監査 にっいて まとめ た。環境監査 と言 う言葉 も新 しく充分検 討はで き

なか ったが、今後、地下水情報 を含あた環境問題 を取 り扱 う場合重要 にな って くる。環

境監査 はア メ リカで普及 して きた。アメ リカでは買収企業 の土 地 な どが汚染 されて いた

場合、買収 した企業 も責任 を負 わされ る可能性があ り、事前 に調べ る手法 と して欧 州 に

も広が った。最近では こ う した環境 に関す る法律 の順守状況 を幅広 く検査 チームが定期

的 に工場 を調 べ た り、外部 に与 え る環境 影響を調査す ることが行 なわれて い る。

2.2.1環 境 監 査(ENVIRONMENTALAUDITING)

221.1.環 境監査 の定義 と利点

定義:環 境監査 とは経営管理 の用具(AMANAGEMENTTOOL)で あ り具体的 には、

1)会 社 が設定 した環境保護 のたあの内部 コ ン トロールの有 効性 を保 ち、

2)会 社 の環境 に関す る基準(方 針)の 遵守状況を評価す る、 ことによ って、環境 保

護 に資す る目的の組織管 理、設備が いかによ く機能 して い るか を評価す るシステマ テ ィ

ックで実 証的 で、定期 的な調 査で あ る。

(ICCの 定義 よ り)

利点:法 規 制お よび それよ り厳 しい会社 の環境規定 の遵守 を確保す る。

経営者 や従業員 の環境問題へ の認 識を高め る。

あ くまで も全体的 な経営 システ ムの中の一部 と して組み込 まれて初めて有 効 な 一管

理 用具 であ って、 それだ け単独 では意 味を なさない。本 質は経営 コ ン トロールの有効性

を監視 す る用具 であ る。

情報 公開:

環境監査 その ものは会社外部 に公表 され るべ き ものでは ない。理 由は1)社 内の信頼関

係の確保

2)企 業秘密 の保持、 ただ し工場 と地元民 との対 話を進 め るため の何 らか の情報 公開 に

必要性 は認 めてい る。

2.2.1.2環 境監 査の計画

1)全 社体制
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独立の環境部門(ENVIRONMENTDEPARTMENT)が 環境監査を担当す るケ ースが多

い 。

環境監査 には トップの協力が必要

環境監査は工場 管理 者を罰 した り比較 した りす る手 段で あ るべ きで ない。

工場管理者 と監査ス タ ッフとはあ らか じめ綿密 な情報交換 をすべ き。

2)監 査対象工場(施 設)の 選定

危険 の度合 によ って頻度 は異 な るが一般 に規模 や立地 にかかわ らず全 ての施設 が環

境監査 の対象 にな って い る。

3)監 査 チームの構成

監査 チームのメ ンバ ーの選定が環境 監査 の成 否を分 け、通常2-8人 。 チームには環

境 問題の専門家 と監査を受 け る業務 に精通 した人 の両方 が必要。 チーム リーダーが重要

で一般 に環境部門 の専門家が な る。

外部 コ ンサル タ ン ト:

他社での経験 、法規制 の知識 、被監査部門 に受 け入れ られ安 いことが あ る。新鮮 な

目でみ られ るなどの メ リッ トが あ る。 コ ミュニ ケー シ ョンに問題 があ るとい うデ メ リッ

トにな るケース もあ る。

現場 の人:

業務知識やキ ーバ ーソ ンとの接触 とい うメ リッ トか らチ ームに加え る もよ し。 チー

ムには いれな くともコ ンタ ク トは欠 か さない。

2.2.1.3環 境 監 査 の実 施

各社 と も独 自の方 法 論 と手 続 きを 開 発 して い る。

関 係 者 に よ く理 解 さ れ厳 密 に定 義 され た シス テ マ テ ィ ッ クな手 続 きが必 要

基 本 的 要 素:

方 針 と原 則(POLICYANDPRINCIPLES)

シス テ ム(SYSTEMS)

手 続 き(PROCEDURES)

実 効(PRACTICE)

達 成(PARFORMANCE)

具 体 的 には 、

監 査 要 点 の チ ェ ック リス トの利 用 工 場 往 査 、 質 問書 、 イ ン タ ビュー 、文 書 の レ ビュ

ー な ど
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2.2.1.4監 査報告書 とフ ォin－ ア ップ

ドラ フ ト段 階で工場 の管理責任者 と討論 した うえで最終的 レポー トをつ くる。

レポー トで は現場状 況の分析や問題点 の指摘が なされ るが 、 この解決策 の提 案 まで

す るか それ は現場 にまかせ るかは会社 による。

監査の価値 は指摘 された問題点 に関 して効果的で タイム リーな行動が起 こせ るか によ

っ て きまる。 そこで フ ォローア ップ レビューな どが行われ る。

2.2.1.5環 境 監 査 の 質 の確 保

環境監査 の質 は監 査 チームのメ ンバーに依存 す る。 メ ンバ ーの能力の維持向上 のた

め に監査 の トレーニ ング等が行 われ る。

2.2.1.6結 論

環境監査 は環境 と企業 との双方 にと って有益。環 境監査 はワール ドワイ ドで通用 す

る普遍的概念。検討 したケースは大企業が多い中小企業や途上国の企業に対 しては業界

団体や国際機関によるサポー トが必要。 環境監査は政府への報告義務や政府 に検査にか

わるものではない。

環境監査 自体は内部的な経営管理用具にとどまるべ きだが、それとは別に社会一一般

か らの情報公開要求には応えていく必要がある。

2.22環 境 監 査、 産 業 と環 境 の関 係

2221序 章'Ilheuninspectedinevitably(letariorakS

・産 業 と環 境 の 関係 に対 す る解 釈
、 と らえ 方 は 日々刻 々 と変 化 して い る。

・環 境 に配 慮 した企 業 活 動 を 研 究 す る こ とは
、 ビ ジネ ス で 成 功 す るた め の必 要 条件 と

な りつ つ あ る。

・企 業 が 工 場
、 行 程 、 商 品 に環 境 監 査 を導 入 しな け れ ば 、 企 業 全 体 の品 質 の低 下 は避i

け られ な い。

・ヨー ロ ッパ にお け る環 境 監 査 の手 法 先 例 と してlnternationalCimberofCommerceが あ る

が イ ギ リス 産業 界 で は ま だ環 境 監 査 の有 用 性 が 十 分 に認 識 され て い な い。.
・ま た

、 これ まで の 環 境 監 査 は形 式 的 な もので あ り包 括 的 なも の で は な か った 。

・CENE(TheComisSiononEnergyandtheEnvironment)に よ る詳 細 な報 告(1981)が 個 々 の

社 会 の 活 動 に視 点 が 置 か れ て い た。

・企 業 の 活 動 は
、 そ こで 働 く人 と消 費 者 に よ って 支 え られ て い る と同 時 に、 影 響 も与

え て い る。 環 境 と い う問題 で は 、 企業 活動 が どれ ほ ど人 々 に影 響 を 与 え た の か個 々

に検 証 す る ことが 困 難 で あ る。

・しか も
、工 場 の周 辺 に住 む人 々 だ け で な く、遠 く離 れ た と ころ に住 む 入 や 、 これ ら

生 まれ る人 々に まで も影 響 を 与 え る と考 え られ て い る。

・環 境 監 査 の先 進 国 は ア メ リカで あ る
。
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・環境監査 は小売業、保険業、投 資信託業 、 その他 もろ もろのサー ビス業 に応用 され

てい る。

・環境監査 のプライオ リテ ィーの高 い電気、水利関係 に企業 はまだ正式 な環境監査 の

システムを持 って いない。

・エ クソンなど石油会社 は、苦 い経 験か ら環境 に対す る配慮 はかな り進 んでい る。

・流通 、小売関係で は、製造 の誕 生か ら廃品 となるまで企業 の責任 があ ると して いる。

・環境監査が定着す るためには、国際的 な機関 の関与が必要 であ る。

2.2.2.2環 境 監 査 と地 下 水 情 報

(1)環 境監査 の必要性

環境 に配慮 した企業活動 を研究 す ることは、 ビジネスで成 功す るための必要条件 と

な りつつ ある。それは、企業 が工 場、行程、商 品 に環境監査 を導入 しなければ、企業全

体の品質の低下 は避 け られな いか らであ る。 ヨー ロ ッパ にお け る環境監査 の手法先例 と

して国際商業会議所(lnternationalChMberofComerce)が あるが イギ リス産業界 では ま

だ環境監査 の有効性が十分 に認識 されていな い。 その背景 には、 これ までの環境監査 が

形式的 な もので あ り実際的 な もので はなか ったか らで ある。 た とえば、CENE(TheCom

missiononEnergyandtheEnviroment)に よる詳 細な報告(1981)は 、個 々の会社の活動 に視

点が置 かれてお り、環境配慮 の企業活動 を評 価す るまで にはいた ってい なか った。理 由

と して、企業 の活動 は、 そ こで働 く人 と消費者 によ って支え られて いると同時 に、影響

も与 えてい るに もかかわ らず、企業 活動が どれ ほど人 々に影響 を与 えたのか個 々に検証

す ることが困難 だか らであ る。企業 の環境へ の影響 と責任 は、工場 の周辺 に住む人 々だ

けで な く、遠 く離 れた ところに住 む人や、 これか ら生 まれ る人 々にまで も影響を与え る

と考え られて いる。

環境監査の先進 国はアメ リカで あ る。環境監査 は、小売業 、保険業、投資信託業、

その他 もろ もろのサー ビス業 に応用 されて い る。 しか し、環境 監査 のプライオ リテ ィー

の高 い電気、水 利関係 の企業 はまだ正式 な環境監査 の システ ムを持 って いないのが実状

で あ る。エ クソ ンなど石油会社 は、苦 い経験 か ら環境 に対す る配慮 はかな り進ん でい る。

また最近で は、流通、小売関係 の企業 では、製 品の誕生か ら廃品 とな るまで企業 の責 任

が あ るとして い る。 これ らの ことか ら、環境 監査が定着す るためには、国際的な機 関の
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関 与 が 必 要 で あ る。

環 境 ア セ ス メ ン トお よ び監 査 は 、 環境 に 配慮 した経 営 を す る うえ で必 要 不 可 欠 な もの

で あ る と企 業 の さ ま ざ ま な部 門 で広 く認 識 され て い る。(Belgiunv'U .s.(buncilforintern

ationalBusinessS㎝inar,Burssels,1March1988)し か し、 内 部 用 に集 あ られ た環 境 活 動 に

関 す る情 報 が 、 外 部 の 団 体 や 、 同 業 者 か ら提 出 を 求 め られ た場 合 にっ いて 懸 案 す る声 が

あ る。 監査 情 報 は企 業 秘 密 に属 す る と同時 に、 関係 者 、 一 般 市民 に と って も必 要 な情 報

とな る場 合 が あ る。

(2)環境監査情報 の利 用

企業 の環境 に対す る影響及 びそれ に対す る配慮 の活動 の情報 をど こが必 要 とす るのだ

ろ うか。企業 の環境 に関す る活動 につ いての情報を必要 と して いるの は2っ あ り一 つは

経営判 断をす るための企業 内部 と、 もう一つは企業の環 境 に対す る責任 と配 慮を評価 す

る企業外部 に分 類 され る。 た とえば内部向 けに環境 監査 を実 施 した場 合は、総 合的 な晶

質保持 の一手段 とな りうる。無駄 な廃棄物 や、工程、労働者 の健康 なとに経営 努力をす

ることによ りコス トダウ ンを はか ることが で きる。 また、施設内 の設備の不備 、た とえ

ば地 下タ ンクか らの薬 品の漏液 の早期発 見が周囲の地 下水汚染を未然 に防 ぎ損害賠償 責

任、 自治体 などか らの処分 を まぬがれ ることがで きるとい った側面な とがあ る。 対外 的

に環境 監査の導入 が評価 された例(Shanks&McEwen)と しては、顧客 の信用 の増加 、取 引

銀行 との取 引が有利 にな る、株主 、消費者 か らの支持 と信 用が あげ られ る。 また、 なん

らかの不幸で事故が発生 した場 合、責任 を最小限 にとどある ことがで きる6

情報 を必 要 と して い ると ころ と しては、国家、国際的取締機関、保険会社、 リスクマ

ネ ジャー、従業 員、輸入組 合、地方 公共団体、環境 関連会社、 プラ ンナー、環境 に携 わ

る公益団体、調査研究 機関 、環境 投資信託基金、ファウンドマネジャーな どが あ る。 ア メ リカの

場合環 境保護局が全国 の企業 の土壌 汚染状況 の把握 にの りだ してお り、企業側 も自 らの

環境努 力を報 告す るな ど して い る。

(3)ア メ リカの環 境監査 の事 例

アメ リカにお け る環境 監査 の形態 は、そのほとん とが施設 の操業形態が法 的 にあ るい
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は、条例等を遵守 してい るのかを評価 す る ものが主流で あ る。多国籍企業 の場合 、政府

の指導 によ る監査では とて も環境 リス クをカバ ー しきれ ないので 、 自ら管理基準 を設 け、

潜在 的環境 リス クを回避 して い る。新 しい用地や工場、経営権 な どを購入す る際 に環境

監査をお こな い事前 に目に見 えない リス ク(地 下水汚染)を 避 けて いる。 アメ リカの場

合ス ーパ ーフ ァウ ン ド法 の適用 があ り、企業買収 で汚染 され た施設用地 などを購入 した

場合購入 した企業が多大 な汚 染除去費用 を負担 しな ければ な らない。

(4)環 境監査 のタイプ

これ まで欧米 の各企業が実施 して きた環境監査 を分類 してみ ると、

1)COMPLIANCEAUDITS(準 拠性 監査)

法 律、条例 、企業独 自の基準 な どに適応 した操業 を して い るのか、管理体制 は整

備 されて いるかを評価 す るタイプであ る。

2)SITEAUDITS(立 地視 察型監査)

工業用地 などの特定 の地点 あ るいは問題 のあ りそ うな ところを チェ ック し、顕在

的または潜在的な問題を把握 、評価す るタイ プで あ る。

3)CORPORATEAUDITS(企 業文 化型監査)

働 く人の意識、会社 の機能 、 コ ミュニケー シ ョンなどの面を調査す る。

4)ASSOCIATEAUDITS(連 合型 監査)

海外 の営業所、事業所 をを中心 に監査 を行 う。

5)ISSUESAUDITS(特 定項 目型監査)

会社全体 で特定の環 境問題 に取 り組み なが ら、企業 内のポ リシー、ガイ ドライ ン、

経営方法 などの再評価を お こな う。生活空間 と しての熱帯雨 林の減少 など

(5)環 境監査の責任

1⑰の場合、1960年 代 よ り品質管理部 門がベ ース とな って環境監査業務 を行 って き

た。 当初 は中央集権的な管理体制 であ ったが、次第 に部門 ごとに監査を行 う自己監査

型へ と移行 して い った。 しか し、分離 し各 自監査を お こなな う時 に他の業務 に干渉 あ る

いは、責任 のなす りあいをす る危険 性が あ る。
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それを事前 に防 ぐた めには慎重 なマネ ジメ ン トと企業風 土に適 合させ るよ うに して環

境監査を導入 してゆ く必要が あ る。

環境監査 の 目的は、監査 によ って得 た結果を企業経営の指針 とす ることにあ る。

(6)環 境監査 の事例

環境監 査が実際 に使 われて いるのは ほとん どの場合廃棄物 処理 の場 面で あ る

CIA((㎞i(nlIndnstriesAssociation)が 示 した廃棄 物処理契約 での確認事項 は、

・調査 を依頼 した ところの設備、 調査 員の技能 、資金 力の充実度

・廃棄物処理場 は十分 に仕切 られ管理 されて いるか

・廃棄物 は処理 場の基準 に適合 した ものか

・すで に廃棄 された廃棄物 とこれか ら廃棄 しよ うと して いる もの との相 性 は大丈夫 だ

ろ うか

・廃棄物処理業者 と役 所の関係 は と うだ ろ うか

・廃棄 物の処理方法 や書類 の完備状 況は

・契約 期間 にっ いて

・保 険の契約 期間 と保険 の対象範囲 の確認

・妥 当な値段 か

国際商業 会議所(lnternational(hamberof(b㎜erce)が 定義 す る環境監査導入 の利点 とは、

・経営 サ イ ドと現場 の交流の促進

・従業 員の環 境 に対す る認識 の向 上

・コス ト削減 の 可能性 とその結果期待 され る廃棄物 の減少

・研修制度 の質 的向上 及び円滑 なデ ータの収拾が可能 とな る

・有事 の際 に対応す るためのデー タの提 供
、対応 の向上

・経営 への新 しい視点 の提 供によ る工場 の近 代化

・地球 に優 しい企業 とと して信用が増す

・環境 のに対す る損害 を保険で カバ ー しやす くなる

などで あ る。近年 で は 上記 の利点を活か し環境 監査の対象は、工場→工 程→製品 と広
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が って い る。

(7)環 境監査 と地下水情報

これ まで環境監査 の歴 史的背景 、欧米で の監査導入 の動 きな どにっいて概観 してみ

た。

これ まで公害問題 の対応 は、基準 を設定 しその基準を厳格 に守 ることによ って企業 の

責任を はた して い ると解釈 されて きた。 しか し、 い くら排出基準 を守 った と して も環境

へのイ ンパ ク トが な くな るわ けで はない。特 に特定 の科学物質 は残留、蓄積 しあ るいは

自然界 に比較的多 く存在す る物質 と反応 し人体、 あ るいは生態系 に致命 的な打 撃を与え

る可能性が あ る。

環境監査 はこの よ うな対処的な公害防止管理 を さ らに発展 させ、企業活動が系(生

態系、陸水 系、地 下水系)に 与 え る影 響を定量 的 に評価 し経営 、社会活動 に反映 させ る

たあの一手 法で あ るといえ る。 さて、定量的 なデ ータ把握の迅速 性が要求 され るとき、

それに見合 ったデータベ ースが構築 され ることが急務で あ る。 また、 デー タベ ース の元

とな る観測、測定 データ、予測 のための係数 に関す る基礎的研究が更 な る発展 をす るこ

とが望 まれ る。

38 /



3.地 下 水 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

ここでは、地下水情報 デー タベー スのプ ロ トタイプを構築 しなが ら、問題点を検討 し

た。

3.1水 環 境 情 報 の 現 状 と課 題

地 下水障害 を含 む環境 問題 の解決 にっ いて,現 在 の システ ムをみ ると,三 角 関係 に

な って いる。研究者,技 術者 の問題解決を提案す るグループ と意思決定者 の グル ープ と

それを受 ける社会の住民 のグル ープの三 角関係 とな ってい る。 それ らは独立 に存在 して

お り,現 在 の ところ三 者 の間が うま く機能 してい るとは言 えない。お互 いの立場を理解

す る歩み寄 りが必要 であ ろ う。企業 と して は,意 思決定 者だ けに理解 を示 すのではな く,

社会 に目を 向けて住民 も取 り込 んだ システムを作 る必 要があ る。

環境情報 システムにっ いて武 内 他(1990)は,3っ のサ ブシステムか ら構成 され る と

指摘 してい る。

1.環 境情報 を収集 し入力す る環境 モニ タ リングシステ ム

2,情 報を保存す る環境 デ ー タベ ース システム

3.情 報を利用 し環境 の評価,将 来予測 な どをお こな う情報 解析 システ ム

か らな ると してい る。問題点 と してデ ータの精度 と定性的 デ ータと社会科学 的な;;'師li

な ど解 析手法,行 政側 の問題 を指 摘 して いる。

3.2シ ス テ ム 化 の 目的

これ は烏 山環境 協定 を支援 す る システムで あ り鳥山環境を守 る会 の検討 会,ま た,

烏 山を訪れた人 々に鳥山寺町を理解 して もらうための システムで もあ る。 そのために容

易 に操作 で きるよ うにPC9800を 使用 し,市 販の ソフ トを組 み合わせ た もの とな っ

て います。図3-3-1に 構成 を示す。

構 成は1)環 境情報 マ ップは地下 水而図,メ ッシュマ ップ,立 体図を表 示す る。

2)井 戸情 報管理 システム により各 井戸 の情報 管理 を行 う。

3)文 書管理 システムによ り現在 まで の調 査研究 の結 果を検索 .表 示す る。

次 にそれ らを紹介 します。
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3.3地 下 水 情 報 デ ー タベ ー ス シ ス テ ム

地 下 水 情 報

デ ー タベ ー ス

シ ス テ ム

井　 情報管理 システム

文 書 管 理 シス テ ム

図3-3-1環 境 情 報 マ ッ プ構 成 図
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3.3.1環 境 情 報 マ ッ プ

図3-3-2に 環 境 情報 マ ップの メニ ュ ーを示 します。 大 き くは,コ ン タマ ップ と メ ッ

シュマ ップ そ して 立 体 図,そ して デ ー タの入 出力 か らな って い ます 。

環境情報 マ ップの メニ ュー

Conter,map

Paint.map

B1⑪ck,map

File,in

Data.prt

Colc⑪n,map

End
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コンタマ ップ を表示

メ ッシ ュマ ップ を表示

立体 図 を表示

デー タを入力

デー タを出力

色塗 りコン タマ ップ表示

終了

図3-3-2環 境 情 報 マ ッ プ の メ ニ ュ ー
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図3-3-3に 示 した地下水面図 コ ンタマ ップは,1989年8月24日 の ものです。

1975年 か らの調査結果 を もとに各年の地下水面 図は この よ うな形 で,保 存 されて い

ます。 また,す ぐに呼 び出せ ます。新 規 に作製 す ること もで きます。

自分 の住ん でい る地域 は,道 路 で大体の位置を確認す るよ うにな って います。井戸

の位置 も落 とせ ますが,GISの よ うにデ ータベ ース と リンクして いません。。

メ ッシュマ ップで は,地 下水 のデ ータを基 にメ ッシュ内の平均値 で表示 で きます。

宙水 の分布,植 生,土 地利用 のデ ータな ど,こ の ような形態 で保存 す る予定 です。

工≡ ニゴご

エ 彗薮
+ガ

斗

十

図3-3-3地 下 水 面 コ ン タ マ ッ プ
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環境情報マ ップ対象データ

地形図
地下水面等値線図
土地利用図

植生図
地質図

井戸位置図
分布図

図3-3-3環 境 情 報 マ ッ プ対 象 デ ー タ

図3-3-3に 環境 情報 マ ップ対象デ ータを示 します。

基本的に分布 図であれ ば、 どのマ ップで も表現 で きます。

地形 図、地質 図、地下水而等値線 とい う形状を表現す る もの と、 〕地 利用 と植生図

の よ うに地表面 の状態 を表現す る もの、そ して、井戸位置図 の ように 目標物 を表現す る

ものを対象 とす る。

43



井戸台帳

一覧表示

カー ド表 示 メモ

L〔
オプシ ョン

印刷

図3-3-4井 戸 台 帳 管 理 シ ス テ ム

3.3.2井 戸情報管理 シス テム

井戸台帳 の構成図を図3-3-4に 示 します。一覧表示 と検索,カ ー ド表示,印 刷,

メモ参照で構成 されてい ます。検索 を井戸番号,所 有者 名、住所 、地盤標高でお こない、

それ を一覧表示 かカー ド表示 します 。 また、 カー ドにはメモ機能 が あ り水質分析の結果

等が記録 されてい る。オ プ シ ョンと して印刷機能がつ いて い る。
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図3-3-5井 戸 台 帳

図3-3-5に 井戸 台帳を示す。 カー ド表 示を した状態 です。

観測結果 の整理,情 報 管理 に使 って います。
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井 戸 管 理 シス テ ム対 象 デ ー タ

井 　諸 兀: 井戸番号、所有者名、所在地、電話、調査年月日
井戸設置年、井戸型式、揚水設備

地 下 水 利 用状 況:使 用状況・坦途 上水逼およひ ト水逼施設状況井
戸周辺状況

測水調査結果 :地 盤標 高、升iゴ深度、チ刊ゴ1氏標高、地 卜水{立、

水位標高 、水 深、変化量

水質調査結果 遍、P八 ム アノ

イオン濃度(塩 素、硫 酸、硝酸、亜硝 酸 フ ッ素

臭素、 ナ トリウム、カ リウム、 カルシ ウム、

マ グネシ ウム)ケ イ酸

図3-3-6井 戸 台 帳 対 象 デ ー タ

図3-3-6に 井戸管理 システム対 象デ ータを示す。

井戸緒元,地 下水利用状況 、測水 調査結果、水質調査結 果に分 けて示 しま した。
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文書管理 システム

構i成/＼

機能

日

乗

録

除

覧

届日

枝

登

削

一
ヒ

一

図3-3-7文 書 管 理 シ ス テ ム

3.3.3文 書 管 理 シ ス テ ム

文書管理 システムの構 成図を図3-3-7に 示 します。一 覧表 と ノー トブ ックか ら構

成 されて います。 ノー トの様 に内容を開 くよ うに見 る もので,報 告書,新 聞記事,発 表

論文 の内容 にっ いて書 き込 まれてい ます。
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文書管理 システム対象 ア一夕

調査報告書

研究論文

調査 マニュアル
水質分析結果
地下水位記録

地下水 についての基礎知識

新 聞記 事

井戸通 信、 ミニ コ ミ紙

図3-3-8文 書 管 理 シ ス テ ム

図3-3-8に 文書管理 システム対象データを示す。

調査報告書の文献と地下水の基礎知識等の啓蒙教育の文書と新聞記事そ して水質分析

結果などの結果表を対象とする。
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3.4.今 後 の 検 討 課 題

3.4.1デ ー タベ ー ス の 利 用

この地下水情報デ ー タベース システ ムは,い ろいろな ソフ トを合体 してつ くってあ

るため に,扱 いに くいの です。 マ ップと情報が うま くリンクされて いません。

また,作 って いる過程 で も感 じた ことですが,情 報を うま く使 う知恵 を私 た ちが持

って いない とい うことです。情報が い くらあ って も使 い方 の技 術がわか らな い。 もう一

つ は,参 加性の問題 です。 い くらた くさんのデ ータが あ って も誰 が集あたのかわか らな

い もので は,関 心が薄 いよ うです。 しか し,自 分で苦労 して集 めた ものな らデ ータに愛

着 もわ くと考え ます。

3.4.2マ ル チ メデ ィア型 の システ ム

マ ル チ メ デ ィア と い う点 と り ンク(ジ ャ ンプ)の 概 念 を っ か って よ り取 扱 い易 い シ

ス テ ム と して構 築 す る必 要 が あ る。 ま た,取 扱 易 い と 言 う点 を 検 討 中 で す 。 マ ッキ ン ト

ッシ ュの ス ーパ ーカ ー ド,ハ イパ ー カ ー ドな ど検 討 す る価 値 が あ る。

343環 境 問 題

地下水情報 データベ ース システ ムを紹介 しま した。 この システムは,地 下 水に関す

る ものが主 で,行 政サ イ ド,住 民等 にその知識が不足 して いる部分 です。 また,最 近 の

傾 向は地 下水 に関す る問題が多発 して,解 決策が急がれ る部分 で もあ ります。 その解決

と して意 思決定者(行 政サ イ ド)だ けが問題 に対 する知識 と認識 を持 って いるだ けで は

解決 しな くな ってい る。 社会 にどの様 に反映 し住民の理解 が必 要 とされてい る。環境 問

題 の三角 関係の解 消をす ることが重要 であ る。

環境情 報 システムにっいて まとめ ると,従 来のデ ータを収集 して,表 示す るだけで

は,三 角関係 は解消 され ないであ ろ う。ハ ー ド,ソ フ トウェアが充実 してい った と して

も,社 会へ の反映がな い ものは,い くら便利にな って も利 用 され ない。住民参加 の時代
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を迎 え,参 加型の もので,環 境教育 も含めた システムが必要 であ ることを示す 。

次 に環境教育用 システム構築 の注意点を述べ る。

な によ りも、データベースを利用す る人を増やす こと。 これ には、 それぞれ の人 に

と って興味があ るよ うにす ることと、利用の方法が簡単で あ る ことを要す。興味 ・関心

は教育 にお ける動機付 け と して先 ず大切 な こと とされて い るが、や は り結果 に対す る期

待や成就感が大切であ ろ う。知 らなか った ことが分 か るので はないか、多 くのデ ータを

うま くま とめ られ るので はないか、面 白い結果 を導 き出す ことが で きた、等 が実 感で き

ることであ る。参加を容易 にす るため には、簡便 な利用法 の開発 が大切で ある。

そ して次 に、調査の方法 や結果 にっ いて意 見を交 わす こと。 この経験 は全体 に非常

に少 いと思われ るので、試行錯誤 しなが ら、追 究 して行 かねば な らない と考 え る。 これ

らを通 して、 「参加」す るとい うことの意義を学 びたい と思 うし、 また、与 え られ た も

のを知 るので はな く、求 めて得 るとい うことの大切 さを学 びたい と思 う。
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4.ま と め

地下水 に関す る情 報の リス トア ップをお こない,ま た,そ れ に関係す るデ ータベ

ースの調査 と関連す る各種技 術の動 向調査 をお こな
った。 そ して,地 下水を共通 の財

産 と して管理 して い く必要性が あ るという位 置づ けを お こない。そのため にはどの様 な

情報 が必 要で あるのか,ど のよ うに共有 して行 くべ きかを検討 をお こな った。特 に,い

ままで評価 されて いなか った地下水 の価値 とい?た 側面を中心 に調査研究 を行 った。 ま

た、プ ロ トタイプを作成 し問題点を検討 した。

データベース と して、1)構 築す るデ ータベ ースの種類 と量,2)情 報源 と情報収

集体制 の確立,3)デ ータ収集上の問題点,4)ハ ー ド/ソ フ トウェアの検討を お こな

った。

4.1委 員会 において検討 を行 った結果 、次の意見 ・要望が提 出された。

(1)デ ータベー スにつ いて、

情報 の価値、情報 に対す る考え方、デ ータベース検索 を活用す る人、著作権 に対

す る注意。

(2)地 下水 情報 につ いて

地下水 障害 、地下開発 に伴 う地質学的問題、地下水情報 の把握。

従来 の研究例 か ら、 デー タベ ースのデ ータの提供者 、構 築者、利用者 を区別 して

取 り扱 う事 を明 らか に した。

(3)ハ ー ドウェアの検討

(4)ソ フ トウェアの検討

(5)地 下水情報 デ ータベース システムのプ ロ トタイプの作成、検討

4.2委 員会 の意見 ・要望 を受 けて、次 の検討 を行 った。

(1)ハ ー ドウ ェア の 検 討

SQL言 語 に対 応 したデ ータベ ース と パ ソ コ ンとの 関 係 に注 目 し
、 最 近 話 題 とな

って い る グ ラ フ ィカ ル ・ユ ー ザ ・イ ンター フ ェー ス(GUI)を 利 用 した人 に や さ

しい シス テ ムを 調 査 検 討 した。 ・

そ の結 果 ・ ア ップ ル社 の コ ン ピュー タ で あ るマ ッキ ン トッシ ュを 第 一 候 補 と して

あ げ た。

ネ ッ トワ ー ク との 接 続 、 デ ー タベ ー ス との 問 い 合 わ せ ソ フ トウ ェ ア、 問 い 合 わ せ

結 果 の 処 理 す る ア プ リケ ー シ ョン作成 の た め の環 境 の揃 った機 械 で あ る。

(2)ソ フ トウ ェア の 検 討
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ここで は、環境監査 にっ いて まとあた。環境監査 と言 う言葉 も新 しく充分検 討で き

なか ったが、今後、地下水 情報 を含め た環境問題 を取 り扱 う場合、重要 にな って くる。

環境監査 はアメ リカで普及 して きた。アメ リカでは買収企業 の土地が汚染 されて い

た場 合、買収 した企業 も責任を負わ され る可能 性が あ り、事前 に調 べ る手法 と して欧州

に も広が った。最近で は こう した環境 に関す る法律の順守状況を幅広 く検査 チームが定

期的 に工場 を調 べた り、外部 に与 え る環境 影響を調査す る ことが行われて い る。

(3)地 下水情報デー タベース シス テムのプ ロ トタイプの作成 、検 討

これは環境協定を支援す る システ ムであ り環境 を守 る会の検討 会,ま た,地 域 を訪

れ た人 々にその地域を理解 して もらうための システ ムで もある。 そのために容易 に操作

で きるようにPC9800を 使用 し,市 販の ソフ トを組み合わせ た。

構成 は1)環 境情報 マ ップは地下水 面図,メ ッシュマ ップ,立 体 図を表示す る。

2)井 戸情報管理 システムにより各井戸の情報管理を行 う。

3)文 書管理 システ ムによ り現在 までの調査研究 の結 果を検索,表 示 す る。

地下水情報 データベ ース システ ムを紹介 しま した。 この システ ムは,地 下水 に関す

る ものが主 で,行 政サ イ ド,住 民等 にその知 識が不足 して いる部分です 。 また,最 近 の

傾向 は地下水 に関す る問題が多発 して,解 決策が急がれ る部分で もあ ります。 その解決

と して意思決定者(行 政 サイ ド)だ けが問題 に対す る知識 と認識 を持 って いるだ けで は

解決 しな くな って いる。社会 に どの様 に反映 し住民 の理解が必要 とされて いる。環境問

題 の三角関係の解消をす ることが重 要で あ る。

環境情報 シス テムについて まとめ ると,従 来 のデ ータを収集 して,表 示す るだけで

は,三 角関係 は解消 され ないで あろ う。ハ ー ド,ソ フ トウェアが充実 して い った と して

も,社 会へ の反映が ない もの は,い くら便利 にな って も利用 され ない。住民参加 の時代

を迎え,参 加型 の もので,環 境教育 も含 あた システ ムが必要で ある ことを示 した。

4.3地 下水情報 デ ータベース システ ムの構築

調査研究の結果か ら、地下水情報 データベース システムをマル チメデア タイプのマ

ッキ ン トシュによ り構築 す る必要性 を述べ た。
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資料 について

文 献 調 査結 果 と して 地下 水 関 係 の デ ー タベ ー スを 紹 介 す る。 シ ステ ム構 成 、

デ ー タベ ー ス項 目 を示 す。

〆
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資料

1.パ ソコ ンによ る地盤資料の情報処理 システムと運用 一佐賀平野の例 一

岩尾 雄四郎 他 土 と基礎34,4,29-33,1986

船田

ン
北品バイパス

・;鉢ノ

漢
讃

頴

至川上

京山田 尼寺

/

江　 て

嚥

C

至膓偲

力1火 山灰質地層欠膝部

図一1佐 賀平野における軟弱層の分布

るフ ァイルである1)。

これ に対 して後者 には ランダム ファイルを使用す る
。 こ

のファイル は1つ の レコー ド長が256バ イ トに固定 されて

いるが,検 索 が容易 なフ ァイルである
。収集 したデー ター

にっいて検討 した ところ,1か 所 の地盤 の地質柱状図 とN

値 をデーター化す るには,1レ コー ドで十分で あると判 定

されたので,現 在は この うちの240バ イ トを使用 し
,あ と

は予備用 として確保 して ある。

異 なる両 フ ァイル を結合す るた めに,デ ーターに整理番

号 を付与 してお り,・これは書庫 にある各 オ リジナルデー タ

ー と同一 の整理番号 とな ってい る。

3.1緯 度 ・経度 の算 出とデーター化

ボー リングの行われた調査地点 は,一 般 に地 形図上 に明

示 され てお り,緯 度 ・経度 では明示 されて いない。そ こで

デ ィジ タイザー による緯度 ・経度 の割 り出 しを行 っている
。

そ の方 法は,対 象 とす る5万 分 の1地 形図 をディジタイザ

ー上 に任意 にセ ッ トし
,四 隅 の緯度 ・経度 を入力 しなが ら

座 標値 を読み とらせ る。 次 に調査地 点の座標 値 を読 み とら

せ,比 例配分 によって緯 度 ・経 度 を算出 し,表 示 ・記録 さ

せ てい る。佐賀平野 の場 合,東 経はすべて130度,北 緯 は

同 じく31度 で あるのでここでは分,秒 のみで取 り扱 ってい

る。 このデー ター をシーケ ンシャルファイルに 整 理 番 号

(No.○)を4桁 の整数,緯 度 と経度 を小数点 を含む5桁 の

数字2箇 で表 してい るので,1地 点 にっ き整数部 が2バ イ

ト,小 数部 を各4バ イ トの計10バ イ トの容量 が必要である

(図一2)。
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図一2シ ーク ソシ ャル ファイル のデー タご構造

粘
土

質

シ
ル

礫

5.Omま で粘土

50.20

ユ2.5mまで砂質シル ト

125・563

20.Omま で礫

200.30'

5.0

]2.5

20.0

5、OmでN値2

50,02

】2.5mでW伽5

戊25.】5

20.0口 で～V値40

200.40.

図一3地 質柱状図 とN値 のコー ド化

ランダムファイルー一
256バ イ ト 256パ イ ト

レコードー
4バ イ ト 一一ー一一4バ イ ト41vイ ト ーーーーー一一4バ イ ト16パ イ ト

一
柱状図データー30個

N値深度図データー30個 未使用

図一4ラyダ ムファイルのデーター構造 .
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2「 千葉県地下水水質資料集」にみ る地下水 の水質分布 パ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ

による水質 デー タベー スの作成 と出力結 果

日野隆信 中西成『&藤 代良彦(千 葉県衛研)地 下水と井戸とポンプ

VOL.27,NO.4PAGE.12-241985

3.2.2水 質マ ップの 出力 結果

図15～17に,塩 素 イオ ン,硬 度,過 マ ンガ ン酸

カ リウム消 費量の 水質 マ ップ を示 した。図10に 示

した千葉県 の地質 と,水 質 マ ップを 対比す る と飲

料用地下 水の水質 も地質 と密接 な関 連が 見 られ,

と くに塩素 イオ ンと硬 度 に おいて顕 著で あ る。塩

全 メ ッシュ間の平 均値 に対 す る偏 りを,次

の5段 階 に区 分す る。

ク ラス1E日;(平 均 値)-2×(標 準偏差)

以下

ク ラス2旺 日;(平 均値)-2×(標 準偏差)か ら

(平均値)一(標 準偏差)の 間

ク ラス3醐;(平 均値)一(標 準偏差)か ら

(平 均 値)+(標 準偏差)の 間

クラス4麗1;(平 均 値)+(標 準偏 差)か ら

(平 均値)+2×(標 準 偏差)の 間

クラス5■;(平 均値)+2x(標 準 偏差)

以上

図15塩 素 イオ ンの水 質マ ップ
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5・GrOUnd－ 田aterOataReqUirementSAnalySiSfOrtheEnUirOnmenalPrOt

ection'Rgen¢y.EPRPB87-228540,P.85,1987

PRIORITYFORGROUND-WATERDATASHARING

WellDcscriptors

・L㏄ 猟ion

・Constnハ αion

Characteristics

・DepthtoScreen

Tointcrpretgroundwaterqualitydata

Hydr㎎oologlcDcscr8ptors

・GeologicStnuctUre

●Stratigraphy

.Topography

.Soils

HighPriority

・Attributesnostimponantforsharingis .

well}ocation.Utilityofotherattributes

variesbyprogramanddecision.

Tocharactcri7.ehydrogeologicdescriptorsofsite

"GroundwaterQuality!SampleDescriptors

・WaterQuality

.SampleProtocol

・AnalyticMethod

●SiteDescriptors

LandCover/La/idUse

}Ica1山Effects

Tocharactcrizethcsiteandeffec{sof

Sltecontammatlon

HightoMedium'PriOrity

・Sitespecifi㏄natureofRCRAandSLi'pcr -

fundsitesmakedαailedhydrogeologic

datavcryimportant.
`:;"・Generalhydrogeologiccharact

eristics

areneededinidentificationof"ground-

watersensitiveareas"

MediumtOLowPriority

FewEPAdelegatedorstateprograms

arerequiredtorepOrtpammetricdata;

mo・tprogramsrequirecompliance .

Groundwaterqualitydata-・orsohlc

aggregate・-a爬essentialforknowl-

edge・fc・ntaminati・natasite,faCilily

orwi山inamonitoringnctwork.
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MediumPrior"y

Utilityof山esedatavarybyprogram .

Sitcdescriptorsareext民mclyvaluab|己

formanyprograms;Landusecan

helpidentifyo由ersourcesofcontam-

inatior!;Healtheffectsdataassistsin

exposure!riskasse:sment .
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WHATTYPESOFGROUND-WATERDATAARENEEDED?

DATATYPES

I.WELLDES(RIPTORS

・We田(rcation

・Waterlevel

・Depthtoground-warer

●Aquifercode

・Waterquannry

●1)riller'Slog

・WeHcharacteristics!status

・Wellstatus

II.HYDROGEOLOGICDES(㎜TORS

・G◎ologicstnicture

◆Aquifercharactenzaロon

●Topography

●Soil(}aractertsocs

III.wATERQUALIIY/SAMPLEDEsCRIPTORS

●Salnpleidendfeτs

・Saπ 】Plep1て)tocol

・Sarnplerype

・AnalydcmethOd

・Waterqualiry

rV.RELATEDDATA

GENERALUSES
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Neededtounderstandandinterpretnatureanddegreeofground-water

contamination;proVideanind'icationofdataquahty:,depthftOmwhich

sarnple"冒staken.

.Locadonofo由erregUlatedfac山des

・OtherP・ 叫 ・9・p・i・ …u・c…f

.cou「amnmaロonNeededto .identifyothersour℃esofcontarnination;proVidescontextfor

●Sitedescriptorsevaluationofclean-upaltematives;provid(:sitecharaα(垣zaUonand

・Met◎ork)9icdatahealtheffectsdatafor◎o囎minaUona∬essment .

●Locationofodherv㌧ ℃lls

・・Heal山ef琵(ns

●LarKIuse/landcover

●EnNir()nmentalfale

・[× ㎜ 蜘icd3ta
・門 、r、LseR,f,,,。 ..XpP。ndi、rAf・ ・C・)rnpSet・1iSt・ 輌 ・Ek㎜G
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4.DeVetOpmentOfanatiOnalgrOUnd－ ωaterdatabaSe

JurgenKirchneretat.WaterSR15,5,165-170,1987

TABLEl

THEPARAMETERSOFTI-IEDATABASE

7
8
9
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12
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14
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旧
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2
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夢
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0
0
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1.0.1Siteidentificationcode
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5・lmPlementationofaGrouRd-waterDataBRseforKentu¢ky,frQmthe

『ietdtotheMain『rame.

JamesC・Currens・PrO£eedMgs,1987NationalSympoSiumonMining,

Hyd「oSogy,Sedimentolegy,Reclamation,145-148,'1987

KENTUCKY
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6.Design and implementation of an

info rma tion syst em for groudwater

mana gement..PALMISANO V,VURRO M

Water Int,VOL. 14, NO. 1PAGE. 13-171989

APPENDIXA;DATAUSED

Name

1

Description Name Descriμion

A)ADMIMSTRATIVE

SIGLA wc川de爪incation DENOM wellname

UBI we旧ocation PROPER wclドsowneratd亘lling

PROPATT・ well'sacmal.Owner GES wcU'smanagingboard

ANPAG yearorstaningfee-paymcnt CID boardwheredataarestored

TAR last丘c-paymentbill QTYA wa【eryieldin【hclast3months(m,ノh)
.

PAG POi脂outpayment

B)GEOGRAPHICAL

,

L

DM dismcebetwcenwellandsea(km) ANPER yearofdrilling

ANESER ycar。fslaπing RIF rc丘rring【o【ableIGM(MilitaryGeographical㎞s山ute)

QUOT cleva(onwithreSPCCuoground(m)

`

C)WATER-YIELD

1

PERFUN workin9limc(moロth) PEREMU pumpingouuime(h/d;d/m)
POM Pump POT pumppowc「
POR wateFyieldofpumping(m3/h) USO wateruse

.

.

D)COSTS

COSPER dhl|ing'COSt COSINS installationCOSl

COSMAN
.

routlnema川enanCCCOS【 COSESER operatingcost(withpossiblcupdコting)

(withpo∬ibleupdating)

1

E)HYDROGEOLOGICAL
一

1

STRAT Stra{igraphy MEPER drmingtechnique

PT deepwcUdrming(m) TERR typeofrockpasscdthrough

RIV facin9。rwell PPOR・ wateryicidtest(m】 ∫h)

SFI typcofracing PORO Porosi【y(%)

DIAM insidediamcter(cancl、angeasafuncti6n PER hydraulicconductMty(mls)

ofdePth)(mm) TRAS transmissMty(m2!S)
DIS dispersivity(mls)

、

I

F)HYDROLOGICAL

.

DX dajlyavemge(m)(xrroml【03D GEN monthlyaveragc(m)(thenameisrcpresentcdby

MAXGEN monthlymaximumhead(m) thenrst31e【tersofrnon【h)

MINGEN mon由lyminimumhcad(rn) DIFGEN variationbetwecnmaxandmin

RANGE irrcgularbehaviourofhead ANOSS s1aHingobscrvationyear

ESC tidcvariation(而 INT panialortoし)lbreakdown

1

・G)FEE-PAYMENTBILL
.

F!X nxcd丘e-paymentestablishedbyAuthority PER pcrcentagefCc-paymen【establishcdbyAu山ori砂

H)CHEMICAL

ＴEMP tem字rature(。C) PH basicityindcx

Mus conducibih【y(β) DT totalhardness(mgノ リ

CLMENO chlo由ei。n(mg!り HCO3 bicarbonateion(mgll)

DCA calciumhardness(mg/り RES dryresidueaユ100C(rng/1)

KAPPA Pαassium(mg川) TC totalcarbon(mg/1)

IC inorganiccarbon(mg/1) POLIF polyphenolsexpressedaspyrogallo1(μg/1)

TOC toユalorganiccart×)n(mg/1) TKN tO【alKieldalnitrogen(mgll)

ABS aniorUcsurfactants(mg/り NH3 ammonia(mg/1)

NO2 ni【rousion(mg/|) NO3 nitrateion(n19/1)

・
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7.地 盤情報 システムにお ける地下水等 のデータベ ース化

石村賢治 中山俊雄 相場淳司 石井求(東京蔀土木技研)

東京都土木技 術研究所年報VOL.1987PAGE.293-3031987

山岳道路斜 面
詳細 情報 システム

図一1地 盤情報 システムの構成
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8.地下水汚染調査 のデ ータ管理 シス テム

手 塚 裕 樹 他ProceedingsofthelstSymposiumon(、 意)-Environurents,83-86,1991

ド

2.シ ス テ ム の 機 能 構 成

2.1ハ ー ドウ ェ ア 構 成

主 な ハ ー ドウ ェ ア 構 成 を 図1に 示 す 。

2.2対 象 デ ー タ

本 シ ス テ ム は 、 次 に 示 す 地 下 水 汚 染 調 査 に

関 す る デ ー タ を 管 理 す る 。

・井 戸 諸 元:井 戸コード 位置(北緯ぷ 幻 鮪 額 名 所錨

TEL調 査年月日 井戸設置年 井戸型式 援水設笛

・地 下 水 利 用 状 況1使 鰍 祝 勝 上水遣及び下水道織 状況

井戸周辺翻

.汲ilフiく言周査 結 果:分 類コード 天端標高 井戸深度 井戸庇標高

ストレーナーま度及び標高 調査年月日 地下水位 水位標高 湛水深 変化量

・水 質 調 査 結 果:調 剤 加 福 相 知 ロエチレ濃 度

テトラクロロエチレン濃度1,1,1一 トリクロロエタン震度 四塩化炭素濃度

デ ィ ス

門國
↑

1一ドつエアの偶成

_聾
ワス フ

リン,

朧 鉗

MS-・DOS

…'"ム ム 撒6鼠""'"

周串鴇形口

砲
口

R畠 ファ イ ル 頁ffフ7イ'⑱

口 口 イ パ ー フ レ ー ム

ユ ー テ ィリ'イ

'一一."-eelt留

厚揚塘肛囲

口
口■デーヲ

00ト6区 」'''"

NSthe`2

t大ltE;a

口 實デ ー タ

ハードディスク内のファイル構成

図11DO-BASEの ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

Fig.1Hardwarecomposition,of

"IDO -BASE"
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9.DevelopingaDataBaseforUseinGroumdwaterManageirK)nt

MarkMaimone,」.WatreResour.PlannManage.115,1,75-931989 .

、
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10.Databaseintegrationforknowledge

basedgroundwaterqualityassessment.

ARMSTRONGM(Univ.Iowa)

ComputEnvironUrbanSyst

VOL.14,NO.3PAGE.187-2011990

Linked
to

other

Coordinete

Countり

TRS

FIGURE6.IntegratedVlewforGroundwaterDatabaseExample.
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11.地盤情報 システムにおける土質試験データのデータベース化

石村.賢二,中 山俊雄 石井求(東 京都土木技研)

東京都土木技術研究所年報

VOL. 1988PAGE. 193-2031988

⇒
・…{

デ… ・層

データ授作

フ ァイ ん.『馴 乍

ア7イ ルの晶理的、

物理的鼠性

ファイん背理

ンステム

図 一1

}⇒

⇒

[㍍翫 患

デ ー タベ ー ス

管 理 シス テム

ファイtの 道理的.物 見的属性

●
ア

ス

一

一

デ
ベ

デ タ

ベ ス

超}
ユーザブu

グラム節減

}一

}デー

フ ァ イ ルか ら デ ー タ ー ベ ー ス へ の 発 展

表 一1 土質データ項目表

●号 項 国 名 属 性 桁 数 備 考

1 メ,シ ュ8号 CHAR 4

2 地質柱状図8号 CHAR 4

3 サンプル番 号 NUDEC 3

4 接取深度上限 UDEC 8(2)

5 展取戻皮下願 UDEC 8(2)

6 地層名 CHAR 3 東京穆土木技術研究所で肥人

7 互層区分 CHAR 1 コー ド表GB-CO1

8 現場耳珠 CHAR 4 コー ド表GB-CO2

9 固結 CHAR 1

10 N筒 NUDEC 2

11 口分 NUDEC 3

12 砂分
'NUDEC

3

13 シル ト分 NUD£C 3

14 粘土分 NUDEC 3

15 最大粒径 UDEC 6(2)

16 D60 UDεC 6(3)

17 D50 UDEC 6(3)

18 D30 UDEC 6(3)

|9 D10 UDEC 6(3)

20 均等係数 UDEC 8臼)

21 単位体積田口 UDEC 6(3)

22 乾燥密度 UDEC 6(3)

番号 項 目 名 属 性 桁 数 備 考

23 真比重 UDEC 6(3)

24 間糠比 UDEC 6(2)

25 自然含水比 UDEC・ 6(2)

26 飽和度 UDEC 6(2)

27 液性限界 UDEC 6(2)

28 塑性限界 UDEC 6(2)

29 塑性指数 UDEC 6(2)

30 流動指蝕 UDEC 6(2)

31 一軸 ◆圧鮪強 さ UDEC 6(3) 一軸試験

32 一軸 ・饅り遇 し UDEC 6(3)

33 一軸 ・変形係数 UDEC 6(2)

34 三軸 ◆条件 CHAR 1 三軸試験

35 三軸 ・粘着力 UDEC 6(3)

36 三軸 ・内部摩擦 UDEC 6(2)

37 三軸 ・変形係数 UDEC 6(2)

38 直 ・条件 CHAR 1 直接せん断試験

39 直 ・粘着力 UDEC 6(3)

40 直 ・内部摩擦角 UDEC 6(2)

41 圧密 ・降伏応力 UDEC 6(3) 圧密試験

42 圧密 ・圧縮指数 UDEC 6(3)

注:各 日性の綬明

日 性 説 明

CHAR 文字(1バ イ トコー ドの 文字)

UDEC 符号付 き数字(ア ンパ ック)(但 し'1・散点は記入 しない)

NUDEC 符 号な し数字(ア ンパック)

SBIN 符号付き固定小敗点数
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12.コ ンパ ク トな地盤情報 システムの開発 と利用事例

諸戸靖史 長谷川明(八 戸工大)

土 と基 礎 、VOL.37,NO.1.PAGE.41-461989

表一2装 置の構成

装狸名i機 器 名 機 種 レ づ 斗 備 考

A

B

.・:ソコ ン・

デ でスプ レイ

ー,ロ ・"ピー デ イ ス ブ

ディ ジ タイザ ー

フ コ ・つ夕ー

ノ〈ソ=ン

ア イフ、フ レイ

フ ロッ ピー デ ィス ク

プ リ ン クー

384KB,日 本PC-9801NEC

語ROMつ き
.PC-8853KNEC

PC-9881NEC

MYPAD-A3Logitec

DXY-990RolandDG

PC-9801vmNEC

PC-KD854NEC

PG9881nNEC

PC-PR201NEC

「

i
日

L__._一_._._._._-L'._._」

図一1装 置の接続図

2.3パ ソ コ ン お よ び周 辺 装 置 の構 成

装 置 は表 一2に 示 す もの を利 用 してお り,こ れ ら はA,

B(p2装 置 に 分 離 し,図 一1の よ うに接 続 され て い る。

Aは デ ィ ジ タ イ ザ ー,フ ロ ッ ピー デ ィ ス クお よび プ ロ ッ

タ ー が 装 備 され た パ ソ コ ンで 次 の役 割 を担 う。

⑦ 地 下 水 位 デ ー タ ー を デ ィ ジ タイ ザ ー で

ズ カ す る。 一

② 地 下 水 位 デ ー タ ー を フ ロ ッ ピー デ ィ ス

ク に保 存 す る。

'③ 地 下 水 位
,地 盤 沈 下 お よび これ ら に関

連 の 深 い 気 象 デ ー タ ー の 図 化 作業 を行 う。

Bは プ リ ンタ ー と フ ロ ッ ピー デ ィ ス クが 装 備 され たパ ソ

ディジタイザーで入力

A:PIGSEI

デー ター の 口話,修 正

[t・:DICSEI

計算,};P剰

B:L11CS正 二1

シー ケ ン シ ャ ル

ファイル

平均f直ファイル作成
B:RANDOM

図 化 作
A:PLOT

オペレーターが入力

B:CHINKA

データーの確認,修正

B:CHINKA

計 算,印
B:CHINKA

図一2デ ー ター処理 の流れ(各 欄下段の左は装 置名,右 はプ ログ

ラム名)

0

0
0

0

0
0

0

0
0

1

2
3

4

5
6

7

8
9

貿賛誉

3566

3866

3566

4566

4666

4066

1766

3766

表 一3地 下 水 位 デ ー タ ー フ ァ イ ル の 一 部

IGOSEI4GATSUBUN87NENxx鯵

266095955906466286306296326

396426536586656746906947047

295865996126356226266326326

456416426446506626716846986

216075876066376256306246266

356346406516536576636786836

065945955876446256246226226

376356356386506616676806886

356

146

326
936

326
896

226

916

9

3

8

5
7

3
8

7

3

6

3

5
3
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